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３３明治期における友子の組織と機能（中）
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③
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治
三
○
年
代
前
半
期
に
お
け
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子
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度
の
確
立
日本の近代的鉱山業は、炭砿業も含めて、明治三○年代の中頃までに一応の確立をふたと云えよう。その基本的
指標は、明治一○年代までに残存していた在来の地稼的経営が二○年代に入って大幅に駆逐され、西欧式の開坑、
採
鉱
方
式
が
広
く
採
用
さ
れ
、
採
鉱
部
面
の
手
掘
り
は
克
服
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
切
羽
か
ら
坑
道
へ
の
鉱
石
運
搬
の
機
械
化
、
｜、一一、一一一、四、 明
治
期
に
お
け
る
友
子
の
組
織
と
機
能
（
中
）
ｌ
日
本
鉱
山
業
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確
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過
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お
け
る
友
子
制
度
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考
察
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研
究
課
題
と
問
題
点
明治期における友子制度の普及（以上本誌五二’一一一・四号）
明治期における友子制度普及の必然性（本誌五三’一号）
明治期における友子の組織と機能（上）（本誌五三’一一号）
明治期における友子の組織と機能（中）（本号）
村
串
仁
三
郎
3４ 
排水、通風の機械化、選鉱、製錬の洋式化と機械化などの一連の産業革命上の措置が識ぜられ、近代的鉱山経営が
（１） 
支配的となったことにある。
明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
も
ま
た
、
鉱
山
業
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
採
鉱
部
面
に
お
け
る
手
掘
の
残
存
、
採
鉱
熟
練
鉱
夫
の
不
足
、
飯
場
制
度
へ
の
依
存
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
徳
川
期
に
成
立
し
た
基
本
構
造
を
一
層
整
備
し
、
明
治
末
期
あ
る
い
は
大
正
期
に
確
認
さ
れ
る
友
子
制
度
の
基
本
構
造
を
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
確
乎
た
る
も
の
と
し
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
従来の友子研究においては、明治期の友子制度の実態的分析を欠如させたまま、例えば松島静雄氏のように、友
（２） 
子
制
度
は
「
最
も
形
態
的
な
発
展
の
段
階
に
到
達
し
た
の
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
時
代
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
承
ら
れ
る
友
子
制
度
は
、
そ
の
基
本
的
枠
組
に
つ
い
て
ふ
る
限
り
、
資
料
的
に
ほ
ぼ
明
治
二
○
年
代
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
し
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
ご
く
限
ら
れ
て
は
い
る
が
友
子
の
成
文
規
約
の
形
で
制
度
的
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
い
え
ば
、
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
肌
治
初
期
の
友
子
制
度
の
実
態
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
確
認
さ
れ
る
友
子
制
度
の
基
本
的
枠
組
に
著
し
く
近
く
、
友
子
制
度
は
、
徳
川
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
す
で
に
制
度
的
に
も
か
な
り
の
発
達
を
ふ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
窺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
確
認
す
る
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
資
料
の
存
在
が
あ
り
に
も
乏
し
い
だ
が
明
治
二
○
年
代
に
お
い
て
は
、
明
治
初
年
代
一
○
年
代
の
資
料
を
前
提
に
す
れ
ば
、
幾
分
と
も
友
子
制
度
の
実
態
を
示
す
資
料
も
多
く
な
り
、
ま
た
明
治
三
○
年
代
又
は
四
○
年
代
の
友
子
制
度
の
実
態
か
ら
照
射
し
う
る
そ
れ
以
前
の
友
子
像
は
、
明
治
二
○
年
代
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
友
子
制
度
が
、
制
度
的
に
確
乎
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
我
々
の
前
に
明
ら
か
に
し
てくれる。
のであるが。
３５明治期における友子の組織と機能（中）
今
こ
こ
で
明
治
二
○
年
代
末
ま
で
に
、
友
子
制
度
の
確
立
を
示
す
基
本
的
な
指
標
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
友
子
の
組
織
の
面
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
ず
各
地
の
鉱
山
で
取
立
を
行
な
っ
た
り
、
共
済
活
動
を
行
な
う
友
子
の
単
位
組
織の広範な存在を前提として、明治三○年の磐城炭砿の友子規約における「交際所」、「箱元」、「大当番」、「山中の
協議」の確認は、明治二○年代末に明治末年から大正初年の友子組織の基本的枠組が出来上っていることを証明し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
友
子
資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
、
明
治
二
○
年
代
に
、
友
子
の
交
際
所
、
箱
元
、
大
当
番
、
川
中
協
議
の
存
在
を
示
す
直
接
的
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
後
に
詳
し
く
ふ
る
よ
う
に
、
常
磐
地
方
の
一
炭
砿
の
友
子
規
約
に
か
か
る
友
子
の
基
本
組
織
の
枠
組
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
二
○
年
代
に
そ
れ
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
示
唆
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
更
に
指
摘
す
れ
ば
、
叫
治
末
年
か
ら
神
岡
鉱
山
で
労
務
係
と
し
て
働
い
て
い
た
水
瀬
清
二
郎
は
、
神
岡
鉱
山
に
地
稼
時
代
（
明
治
初
年
代
）
か
（３） 
ら箱一兀が存在していたことを指摘している。箱一兀が存在していれば、交際所も存在したであろうし、大当番や一般
の当番などの役員も存在したであろう。頻繁に取立を行ない、また共済活動を行なうためには、一定の組織は不可
欠
で
あ
り
、
明
治
初
年
代
の
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
活
動
を
ふ
れ
ば
、
そ
こ
に
明
治
末
年
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
が
基
本
的
に
出
来
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
明
治
二
○
年
代
に
は
、
友
子
の
基
本
組
織
は
出
来
あ
が
っ
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
友
子
制
度
は
、
明
治
二
○
年
代
末
に
は
確
乎
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
主
張
す
る
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。
第
二
に
、
友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
ふ
れ
ば
、
す
で
に
明
治
初
年
代
か
ら
鉱
夫
の
取
立
（
及
び
取
立
儀
式
）
が
行
な
わ
れ
、
鉱
夫
の
病
傷
に
対
す
る
相
互
扶
助
、
死
亡
見
舞
な
ど
の
制
度
も
み
ら
れ
、
一
宿
一
飯
を
伴
う
浪
人
制
度
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
仏
参
の
制
度
も
西
国
系
友
子
に
つ
い
て
は
お
く
と
し
て
も
東
国
系
友
子
で
は
幕
末
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
友
子
の
規
律
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
分
析
に
お
い
て
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、
取
立
後
に
取
立
山
（
親
山）で三年一一一ヶ月修業する義務制度と箱元交際と呼ばれた奉願帳・寄附帳の制度である。取立山で三年一一一ヶ月修業
3６ 
する制度については、磐城炭砿の友子規約では、確認することができない。しかし、三年一一一ヶ月の修業制度は、永
岡
鶴
蔵
に
よ
っ
て
明
治
四
一
年
に
書
か
れ
た
自
伝
の
な
か
で
、
取
立
制
度
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
存
在
す
る
も
の
の
如
く
（４） 
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
管
見
す
る
限
り
、
資
料
的
に
こ
の
制
度
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
の
は
、
明
治
三
六
年
九
月
刊
行
の
蓮
沼
叢
雲
（５） 
『足尾銅山』である。この書は「坑夫は三年一一一ヶ月間、取立られたる鉱山に勤続すべき義務を負ふものなり」と指
摘している。私は、この制度は、すでに明治初年代に形成されていたと確信するが、少なくとも明治三○年代前半
期
に
は
は
っ
き
り
と
一
般
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
奉
願
帳
・
寄
附
帳
の
制
度
は
、
明
治
三
○
以
前
に
お
い
て
は
資
料
的
に
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
は
、
山
中
友
子
に
よ
る
奉
願
帳
・
寄
附
帳
の
発
行
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
も
少
な
く
と
も
明
治
二
○
年
代
末
に
は
確
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
二
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
友
子
制
度
は
、
す
で
に
明
治
二
○
年
代
末
ま
で
に
、
明
治
末
年
及
び
大
正
初
年
の
友
子
制
度
の
基
本
的
枠
組
を
確
立
さ
せ
て
い
る
、
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
本
稿
に
お
い
て
詳
し
く
実
証
さ
れ
る
こ
とになる。
尚、明治二○年代における友子制度の普及については、「明治期における友子制度の普及」の稿で幾分と為実一証
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
こ
こ
で
補
足
し
て
お
き
た
い
。
明
治
二
○
年
代
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
広
範
に
各
地
の
鉱
山
に
友
子
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
島
根
県
の
大
森
鉱
山
（
旧
石
見銀山）の明治一三年、一一四年、一一一○年、一一一五年、四一一年の取立免状が残されており、明治二○年代に大森鉱山で
友
子
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
神
岡
鉱
山
、
入
山
採
炭
第
四
坑
、
尾
去
沢
鉱
山
赤
沢
坑
、
阿
仁
鉱
山
小
沢
坑
の
「
坑
夫
取
立
下
面
状
」
と
い
う
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
取
立
に
際
し
て
親
分
の
取
立
年
次
を
記
し
た
箱
元
資
料
である。第一表は、明治二○年代に取立てられた鉱夫の存在を示したものであり、友子の普及の度合が浮彫されて
３７明治期における友子の組織と機能（中）
いる。例えば、入山採炭第四坑の明治四五年の取立下面状によると、一一八人の親分のうち明治三五年以前に取立て
られたしの八人、そのうち一一一○年以前のものが一一一人もいる。またその他の立会人（三六人）の取立年次をみると、
明治三五年以前のもの六名その内三○年以前のもの一一一人しいる。これらの資料は、明治一一○年代の友子制度の存在
を示している。尾去沢鉱山の下面附には明治一一一五年以前の取立のもの一四名おり、そのうち九名が三○年以前のも
のである。同じく阿仁鉱山の場合は、四名中一一名、神岡鉱山の場合は、一一名中七名が、明治三五年及び一一一○年以
前
の
取
立
で
あ
る
。
明
治
二
○
年
代
に
各
地
の
鉱
山
で
取
立
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第 1表坑夫取立下面附にふる取立年次
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⑥
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
お
け
る
友
子
成
文
規
約
の
成
立
松
島
静
雄
氏
は
、
友
子
の
成
文
規
約
の
成
立
に
ふ
れ
、
「
小
坂
を
は
じ
め
多
く
の
鉱
山
で
明
治
三
七
、
八
年
前
後
を
境
と
し
て
そ
れ
（ｌ） 
ま
で
主
と
し
て
伝
承
に
よ
っ
て
伝
鯵
え
ら
れ
た
運
営
様
式
は
、
規
約
の
形
で
明
瞭
に
成
文
化
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
友
子
制
度
の
発
達
の
度
合
を
見
る
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
そ
こ
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
友
子
の
成
文
規
約
の
成
立
は
、
一
般
的
に
ゑ
て
も
う
少
し
早
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（２） 
事
実
、
山
口
弥
一
郎
氏
は
、
『
炭
砿
聚
落
』
の
中
で
、
常
磐
地
方
の
磐
城
炭
砿
内
郷
町
山
坑
の
明
治
二
一
○
年
の
友
子
成
文
規
約
を
紹
（３） 
介
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
二
○
年
に
同
坑
に
友
子
が
組
織
さ
れ
、
全
十
二
条
か
ら
な
る
友
子
規
約
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
○
年
に
常
盤
地
方
の
一
炭
砿
で
、
友
子
の
成
文
規
約
が
承
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
金
属
鉱
山
に
お
い
て
も
友
子
の
成
文
規
約
が
す
で
に
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
というのは、本来友子は、金属鉱山において生成し、明治三○年頃には、金属鉱川の友子は常磐地方の一炭砿の
友
子
よ
り
相
当
発
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
常
磐
地
方
に
お
け
る
炭
砿
は
、
幕
末
か
ら
細
含
と
経
営
さ
れ
て
き
た
が、近代的経営は、明治二○年代に入って磐城炭砿と入山採炭の二砿に限られ、三○年代に入って中小炭砿が開発
（４） 
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
従
っ
て
常
磐
地
方
に
お
け
る
友
子
制
度
の
形
成
は
、
金
属
鉱
山
か
ら
の
移
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
１
）
日
本
鉱
山
業
の
産
業
革
命
及
び
及
び
産
業
資
本
主
義
と
し
て
の
確
立
期
に
つ
い
て
の
種
々
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
立
入
ら
な
い
。
（２）松島静雄『友子の社会学的考察』、一九六頁。
（３）水瀬漬二郎『坑夫』、三六頁。
（４）永岡鶴蔵『坑夫の生涯』、『近代民衆の記録』２鉱夫、二四○頁。
（５）蓮沼叢雲『足尾銅山』、五八頁。
３９明治期における友子の組織と機能（中）
る。磐城炭砿の友子の成文規約は、常磐地方の友子が発達した結果生糸出されたというものではなく、すでに金属
鉱山において存在した成文規約をモデルとして作成されたものであると思われる。
そうだとすれば、友子が発達していた金属鉱山では、すでに明治三○年頃、あるいはそれより相当以前に、友子の
成文規約が成立していた可能性が強い。この点に関連して注目されるのは、明治二九年四月の『国民新聞』に連載さ
れた松原岩五郎の「足尾鉱山（砿夫の生活）」における指摘である。松原は、足尾鉱Ⅲにおいて「坑夫仲間に遺伝せる（５） 
一種の気風」ありと友子制度に着目し、「此の仲間に通せる一つの社会的規約ありて、其法律を遵守すること堅し」
と書いている。松原の指摘は、足尾鉱山の友子が、明治二○年代末にすでに成文規約を持っていたように読める。
こ
こ
で
の
、
単
に
慣
行
だ
と
か
慣
習
が
あ
る
と
い
う
の
で
な
く
、
．
つ
の
社
会
的
規
約
」
、
「
其
法
律
」
が
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
成
文規約の存在を十分に示唆している。
右
の
解
釈
は
、
多
少
思
い
込
糸
が
強
い
と
の
識
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
し
か
し
友
子
の
成
文
規
約
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代前半期に相当成立していたのではないかと思わせる根拠がある。例えばその一例は、明治三五年に草倉鉱山にお
い
て
可
成
り
詳
細
な
友
子
成
文
規
約
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
松
島
静
雄
氏
の
友
子
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
によれば、明治三五年四月に草倉鉱山から発せられた友子の除名回状には「草倉銅山坑夫友子同盟規約第二章第一一
（６） 
十七条第一一一類第十四項に依り御懲戒」とある。この記述は、草倉鉱山で明治三五年に章、条、類、項に及ぶ詳細な
友子成文規約が存在していたことを示す。この事実は、松島氏の指摘するように明治三七、八年に友子の成文規約
が
現
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
明
治
三
五
年
に
は
、
極
め
て
詳
細
な
成
文
規
約
が
す
で
に
出
来
上
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
の
よ
う
な
簡
略
な
も
の
は
、
す
で
に
明
治
三
○
年
頃
に
は
、
各
地
の
鉱
山
の
友
子
組
織
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
4０ 
うことを十分に示唆している。従って草倉鉱山と同一資本系の足尾銅山にも、友子の交流が著しかったので、同様
の
友
子
規
約
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
明
治
三
○
年
代
前
半
期
に
友
子
の
成
文
規
約
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
例
は
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
ている明治末年の成文規約自体にある。例えば、神岡鉱山の友子規約をふて承よう。水瀬清二郎は、『坑夫』とい
う
著
書
で
、
明
治
末
年
と
大
正
初
期
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
を
紹
介
し
て
い
る
。
後
に
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
そ
の
規
約
の
う
ち
の
一つは、「神岡鉱山同盟坑夫契約書」と題し、「明治四十四年一一月訂正」との注記があり、また「大正八年一月三
（７） 
十日現在迄実施せる分」とも注記されている。この規約は、全一一三条、五○項からなるかなり詳細なものである。
し
か
し
明
治
四
四
年
に
改
正
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
（
実
際
は
新
し
く
追
加
さ
れ
た
条
項
）
は
、
｜
ヶ
条
と
六
項
に
し
か
す
ぎ
ず
、
こ
の
規
約
の
殆
ん
ど
は
明
治
四
四
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
詳
細
な
る
規
約
の
原
型
と
な
る
簡
略
な
規
約
は
、
相
当
以
前
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
かと云うことである。事実、水瀬清二郎の紹介しているもう一つの友子規約に「栃洞山中規約」（「大正八年二月一
日
改
正
」
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
内
容
的
に
は
、
さ
ぎ
の
「
神
岡
鉱
山
坑
夫
同
盟
契
約
書
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
約
」
の
方
が
全
七
条
全
三
○
項
（
但
し
大
正
一
二
年
以
降
の
改
正
追
加
条
項
を
除
く
）
で
、
か
な
り
簡
略
で
あ
る
。
も
と
も
と
神
岡
鉱
山
同
盟
（８） 
坑夫の「契約書」は、明治三一年に大富坑と栃洞坑の一一箱元が統合して一箱となった友子組織の規約である。従っ
て
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
は
、
明
治
一
一
二
年
に
大
富
坑
の
箱
元
と
栃
洞
坑
の
箱
元
が
統
合
さ
れ
た
時
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
明
治
三
一
年
以
降
、
大
幅
な
規
約
改
正
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
の
原
型は、明治三一年に作成されていたものと考えられる。因に「神岡鉱山同盟坑夫規約」（末尾に「大正七年下半期
改正」との注記がある）というものも水瀬の著書に紹介されているが、条文の序列は若干異なるが、さぎの「契約
４１明治期における友子の組織と機能（中）
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
四
四
年
改
正
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
の
分
析
か
ら
、
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
初
め
に
、
友
子
成
文
規
約
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
更
に
二
○
年
後
半
期
に
さ
え
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
文
規
約
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
傾
向
は
、
尾
去
沢
鉱
山
に
も
承
ら
れ
る
。
尾
去
沢
鉱
山
に
お
い
て
も
、
明
治
四
五
年
の
自
友
子
の
「
赤
沢
飯
場
規
則
」
書
」
と
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
二
様
の
規
約
が
存
在
す
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
私
見
で
は
、
ど
ち
ら
も
正
式
の
規
約
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
は
、
明
治
三
一
年
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
が
、
そ
の
直
接
の
原
型
は
、
大
富
坑
あるいは栃洞坑の山中友子の規約であろう。両坑の箱元は統合されたにかかわらず、両鉱の友子組織そのものは、
山
中
規
約
を
持
っ
て
い
た
。
水
瀬
が
『
坑
夫
』
で
紹
介
し
て
い
る
「
栃
洞
山
中
規
約
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
規
約
は
、
「
大
正
八
年
二
月
改
正
」
と
あ
り
、
大
正
期
に
も
運
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
さ
ぎ
の
「契約書」より簡略化されているが、それと基本的に同旨である。「栃洞山中規則」は、条文の内容には、大富坑、
前
平
坑
に
も
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
形
式
と
し
て
は
、
明
治
三
一
年
に
大
富
坑
の
箱
元
と
統
合
さ
れ
る
以
前
の
栃
洞
坑
の
山
中
友
子
の
規
約
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
い
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
○
年
に
磐
城
炭
砿
で
成
文
規
約
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
友
子
制
度
の
著
し
い
発
達
が
確
認
さ
れ
る
神
岡
鉱
山において、明治一一一一年に一つの箱元に統合される前に大富坑と栃洞坑の一一つの箱元がそれぞれ独自に成文規約を
保
持
し
て
い
た
と
し
て
も
、
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
「
栃
洞
山
中
規
則
」
は
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
よ
り
簡
略
で
あ
る
故
に
、
三
○
年
代
の
規
約
の
原
型
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
明
治
二
○
年
代
の
栃
洞
坑
の
友
子
の
規
約
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
に、三○年代（
とも思われる。
4２ 
（９） 
と尾去沢鉱山内四沢（四坑）〈口同の「山中交際規則」、「山中救済規則」が残っている。尾去沢鉱山では、田郡、石
切
沢
、
赤
沢
、
下
沢
の
四
沢
（
山
坑
）
の
友
子
組
織
が
明
治
四
四
年
に
統
合
し
て
四
沢
同
盟
友
子
を
組
織
し
た
。
「赤沢飯場規則」は、四沢統合に際して記録類の整備と交際分担について述べたごく簡単なもので、友子規約の
類ではない。「山中救助規則」は、全一二条からなる共済活動に関する詳細な規則であり、赤沢坑の友子組織のも
のである。この規則は、川治四五年九月（大正元年九月）に、赤沢区の同友子組織によって記録されたにすぎず、
す
で
に
以
前
か
ら
赤
沢
山
中
友
子
の
「
山
中
救
助
規
則
」
と
し
て
成
文
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
文
化
さ
れ
て
い
た
時
期
を
何
時
頃
の
時
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
そ
の
手
掛
り
は
な
い
。
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
を
考
慮
す
る
と
、
明
治
一一一○年頃までに成文化されていたとも考えられる。
「
山
中
交
際
規
則
」
は
、
四
沢
の
統
合
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
条
に
「
当
山
中
ト
ハ
川
郡
、
石
切
沢
、
赤
沢
、
下
沢
ノ
各
四
飯
（
場
が
欠
落
）
合
併
シ
テ
山
中
箱
元
ト
名
称
ス
」
と
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
全
一
九
条
か
ら
な
る
規
定
の
内
容
は
、
友
子
の
諸
機
能
、
諸
活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
統
合
以
前
の
各
沢
の
友
子
の
山
中
交
際
規
約
が
原
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
た
い
。
統
合
以
前
に
各
沢
の
山
中
友
子
は
、
友
子
の
共
済
規
定
以
外
の
諸
活
動
の
規
定
を
行
な
っ
た
成
文
規
約
を
Ｊ
も
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
何
時
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
徳
川
期
以
来
友
子
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
尾
去
沢
鉱
山
で
、
明
治
三
○
年
代
中
頃
ま
で
に
成
文
規
約
が
成
立
し
て
い
た
と
ふ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
的
は
ず
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
友子の成文規約が明治一一一○年代前半に成立していたと思われるもう一つの根拠に、肌治一一一○年代中頃の夕張炭砿
の
友
子
規
約
の
存
在
が
あ
る
。
明
治
四
一
年
刊
行
に
な
る
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
は
、
北
炭
夕
張
第
一
砿
の
「
渡
鉱
夫
組
合
規
約
ノ
摘
（Ⅲ） 
要」を紹介している。この調査搬告書は、明治一二九年六月現在の内容を含んでおり、夕張第一砿の友子規約は、少
４３明治期における友子の組織と機能（中）
以
上
の
よ
う
に
極
め
て
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
て
あ
る
が
、
友
子
の
成
文
規
約
は
、
す
で
に
川
沿
三
○
年
頃
ま
で
に
か
な
り
の
程
度
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
点
も
ま
た
明
治
三
○
年
ま
で
に
ま
た
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
ま
で
に
友
子
制
度
が
確
立
し
た
と
よ
る
指
標
の
一
つ
の
根
拠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ないかと考えられる。
夕
張
炭
砿
に
お
け
る
明
治
三
七
、
八
年
に
お
け
る
か
な
り
詳
細
な
友
子
規
約
の
存
在
は
、
常
磐
地
方
に
明
治
三
○
年
の
成
文
友
子
規
約が存在したことと同じような事が云える。北海道では、明治二○年代初めから友子制度の存在が確認されるが、
これも東北地方の金属鉱山から移入されたものである。夕張第一砿の友子規約の骨子も恐らく東北地方の金属鉱川
の
も
の
を
手
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
北
地
方
で
、
明
治
三
○
年
代
前
半
あ
る
い
は
二
○
年
代
末
に
成
文
規
約が成立していたとすれば、北海道の諸炭砿へも、それが持込まれたと考えられる。従って、夕張第一砿の友子規
約も、朋治三七、八年に成文化されたというのではなく、少なくとも明治三○年代前半に成文化されていたのでは
な
く
と
も
明
治
三
七
、
八
年
現
在
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
規
約
全
文
で
は
な
く
編
者
に
よ
っ
て
要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
几
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
二
○
項
か
ら
な
り
、
か
な
り
詳
し
い
規
約
が
あ
（３）同上、二六七頁。
（４）拙著『日本炭鉱一
（５）『明治文化全集」
側
の
⑤
の
注
（１）松島『友子の社会学的考察』、一九八頁。
（２）山口弥一郎『炭砿聚落』（昭和一七年刊）、
ったことが窺える。
拙著『日本炭鉱賃労働史論』（時潮社）で、常磐地方の炭砿等の発展を概括しているので参照されたい。
『明治文化全集』第一五巻、二四一頁。
’六七－九頁。
4４ 
㈹
明
治
三
○
年
代
の
友
子
規
約
に
み
る
友
子
制
度
の
構
造
①
明
治
三
○
年
磐
城
炭
砿
の
友
子
制
度
の
場
合
次
に
こ
れ
ま
で
に
残
さ
れ
て
い
る
友
子
規
約
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
三
○
年
代
の
友
子
制
度
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
ま
ず
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
を
み
て
承
よ
う
。
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
、
第
四
条
、
九
条
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
第
六
条
、
七
条
の
一
部
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
内
郷
町
田
坑
の
友
子
規
約
第
一
条
当
交
際
所
へ
他
山
よ
り
登
飯
せ
る
友
子
へ
は
附
合
料
と
し
て
金
拾
銭
を
贈
与
す
る
も
の
と
す
、
奉
願
帳
又
は
寄
附
帳
を
携
帯
す
る
も
の
は
附
合
料
と
も
左
の
区
別
に
よ
り
贈
与
す
る
あ
の
と
す
奉
願
帳
一
等
金
一
円
同
二
等
金
七
拾
銭
寄
附
帳
金
五
十
銭
（６）松島『友子の社会学的考察』、一○二頁。
（
７
）
友
子
規
約
類
は
、
水
瀬
漬
二
郎
『
坑
夫
』
の
第
四
編
を
参
照
。
な
お
こ
れ
は
、
葛
谷
利
春
編
『
長
棟
鉱
山
史
の
研
究
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
（
９
）
こ
れ
ら
は
、
鉱
山
史
研
究
家
の
松
井
勝
明
氏
の
所
蔵
す
る
赤
沢
坑
自
友
子
の
箱
元
資
料
中
に
承
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
は、『金属鉱山研究会会報』第四十五号、松井勝明「尾去沢鉱山『赤沢自坑夫友子資料』をめぐって」に示されている。な
お、この資料は大正期の友子資料として注目すべき内容を多く含んでおり、目下秋田市の書店から秋田産業史の資料集の一
つとして出版を計画中である。
（、）農商務省『鉱夫待遇事例』、二四○頁以下。
（
８
）
神
岡
鉱
山
の
漆
山
坑
、
茂
住
坑
、
蛇
腹
坑
の
友
子
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
名
乗
っ
て
独
自
の
組
織
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
ある。
る。
４５明治期における友子の組織と機能（中）
第三条当山使役せる坑夫は直ちに交際所へ出願其の旨届出べきは勿論たるべき事箱元に於て名札を掲示すべき
に
依
り
万
一
掲
示
な
ぎ
場
合
は
之
は
又
直
ち
に
其
旨
申
出
で
名
簿
の
登
録
を
受
く
べ
き
も
の
と
す
第
五
条
前
条
交
際
金
は
会
計
の
当
日
必
ず
納
付
す
べ
き
も
の
と
す
、
万
一
納
付
し
難
き
時
は
其
の
事
情
に
依
り
参
日
間
猶
予
す
る
場合もあるべし、右猶予期間を経過するも納付せざる時は其の金額に充る物件を徴収せらる上も決して異議な
ぎものとす、但猶予期間を経過するも徴収物件の引渡しをなさず又納付を怠り逃走せるものは其の行先を探知
し
相
当
の
手
続
を
な
す
く
し
第
六
条
交
際
者
に
し
て
都
合
上
当
山
を
退
去
す
る
場
合
は
賎
別
金
と
し
て
使
役
当
日
よ
り
参
ヶ
月
以
上
交
際
せ
る
者
に
対
し
金
弐
拾
銭
を
贈
与
す
る
も
の
と
す
（
下
略
）
第
七
条
病
気
又
は
負
傷
の
場
合
は
直
ち
に
医
師
の
診
断
書
を
添
へ
箱
元
へ
届
出
づ
く
し
（
下
略
）
第
八
条
病
気
又
は
負
傷
の
場
合
は
左
の
区
別
に
よ
り
見
舞
金
を
贈
与
す
べ
き
も
の
と
す
三
週
間
以
上
四
週
間
以
内
の
者
金
五
十
銭
四
週
間
以
上
一
日
に
付
金
五
銭
第十条前条の負傷及病気に対し見舞金を贈与する期間は満拾ヶ月は山中に於て贈与するものとす、右期間後は
医
師
の
診
断
書
又
は
山
中
の
協
議
に
よ
り
願
人
の
出
頭
に
基
き
奉
願
帳
を
附
与
す
る
あ
の
と
す
第
十
一
条
第
十
条
の
奉
願
帳
寄
附
帳
附
与
に
対
し
て
は
山
中
よ
り
奉
願
帳
に
対
し
て
は
金
拾
円
、
寄
附
帳
に
対
し
て
は
金
七
円
を
第
二
条のと
す
贈
与
す
る
も
の
と
す
奉
願
帳
、
寄
附
帳
共
弐
度
目
廻
山
者
は
金
参
拾
銭
二
条
当
山
に
便
用
せ
る
も
の
は
交
際
金
と
し
て
一
会
計
（
一
五
日
間
）
金
弐
拾
銭
を
山
中
箱
元
へ
納
附
し
交
際
費
に
充
つ
る
も
4６ 
まず組織に関する規定をみると、特別に組織運営に対する規定は承られない。しかし、友子の組織の基本的枠組
の存在が確認される。すなわち第一条では「交際所」が設置されていることを示し、第二条では友子の会計や活動
を総括する「箱元」の設置が確認される。また第一二条では友子の主要な役員である「大当番」が置かれているこ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
第
一
○
条
に
お
い
て
は
見
舞
金
の
確
定
や
奉
願
帳
の
発
行
を
協
議
す
る
「
山
中
の
協
議
」
機
関
、
い
わ
ゆ
る
山
中集会の存在も確認される。これらの事実は、磐城炭砿の友子が、確乎とした組織をもっていたことを示すもので
あ
る
。
交
際
所
、
箱
元
、
大
当
番
、
山
中
協
議
な
ど
の
組
織
機
関
に
つ
い
て
は
、
管
見
す
る
限
り
、
こ
の
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
体
と
し
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
友
子
の
組
織
機
関
は
、
す
で
に
明
治
初
年
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
察
す
こ
と
が
で
き
る
。
因
に
「
交
際
所
」
は
、
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
他
山
よ
り
登
飯
せ
る
友
子
」
が
、
浪
客
制
度
に
則
っ
て
山
中
友
子
よ
り
、
「
附
合
料
」
の
交
付
を
受
け
た
り
、
奉
願
帳
制
度
に
基
づ
く
「
附
合
料
」
を
受
け
た
り
す
る
た
め
に
必
ず
立
寄
る
べ
き
友
子
事
務
所
で
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
登
山
鉱
夫
が
友
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
秘
儀
的
行
為
や
挨
拶
（
い
わ
ゆ
る
仁
儀
）
を
行
な
う
場
所
で
あ
る
。
ま
た
「
箱
元
」
は
、
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
当
山
に
使
用
せ
る
」
坑
夫
の
友
子
費
用
を
徴
収
し
保
管
す
る
友
子
会
計
箱
を
意
味
し
た
り
、
会
計
担
当
の
友
子
の
最
高
責
任
者
の
役
職
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、
か
つ
友
子
の
交
際
所
の
お
か
れ
る
場
を
も
意
味
し
、
友
子
組
織
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
「
大
当
番
」
は
、
友
子
組
織
内
の
主
要
役
員
で
あ
り
、
第
十
二
条
当
山
交
際
よ
り
悔
金
を
贈
与
す
本
人
死
亡
の
場
合
金
五
円
当
山
交
際
者
又
は
家
族
の
死
亡
せ
る
場
合
は
山
中
よ
り
人
夫
及
び
大
当
番
出
張
埋
葬
の
手
続
を
了
し
且
つ
左
の
区
別
に
金
拾
円
家
族
死
亡
に
対
し
て
金
五
円
子
女
に
し
て
満
一
歳
以
上
七
歳
ま
で
金
弐
円
満
七
歳
以
上
４７明治期における友子の組織と機能（中）
通常その下に平の当番が置かれているが、第一二条に示されているように友子メンバーの死亡に際して「埋葬の手
続
」
を
し
た
り
「
悔
金
を
贈
与
」
し
た
り
、
友
子
の
諸
活
動
を
指
導
し
た
り
、
執
行
し
た
り
す
る
友
子
の
幹
部
で
あ
る
。
ま
た
「
山
中
の
協
議
」
は
、
こ
こ
で
は
役
員
の
協
議
か
山
中
全
員
の
集
会
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
一
○
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病
傷
者
に
対
す
る
見
舞
金
額
の
確
定
や
奉
願
帳
の
発
行
を
協
議
決
定
す
る
機
関
で
あ
る
。
次
に
機
能
に
関
す
る
規
定
を
ゑ
て
ゑ
る
と
、
規
約
全
体
は
、
主
に
友
子
の
機
能
に
つ
い
て
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
が
素
朴
な
も
の
で
あ
り
、
組
織
に
関
す
る
規
定
を
全
く
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
友
子
の
会
計
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
友
子
の
費
用
徴
達
は
メ
ン
バ
ー
の
会
費
制
を
と
っ
て
お
り、。会計（一五日間）金弐拾銭」、月四○銭の負担である。これは、明治一○年頃の神岡鉱山の友子会計のよう
に
必
要
に
応
じ
て
交
際
費
を
徴
収
す
る
の
と
異
っ
て
よ
り
近
代
的
に
な
っ
て
い
る
。
会
費
制
の
方
が
収
入
は
安
定
す
る
が
、
運
用
に
弾
力
性
を
欠
く
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
明
治
三
○
年
頃
の
常
磐
地
方
の
賃
金
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
四
○
年
頃
に
つ
い
て
ゑ
る
（１） 
と
一
般
賃
金
の
五
割
増
で
採
炭
夫
は
六
○
銭
位
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
仮
に
一
般
の
賃
金
が
一
日
一
二
○
銭
前
後
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
常
磐
地
方
の
採
炭
夫
の
日
賃
金
は
四
五
銭
位
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
と
す
る
と
月
四
○
銭
の
会
費
は
、
一
日
分
の
賃
金
を
若
干
超
え
る
額
で
あ
り
、
月
二
○
日
の
稼
動
日
と
し
て
、
月
賃
金
の
四
・
四
％
に
相
当
し
、
相
当
の
額
と
な
る
。
こ
れ
は
友
子
が
、
熟
練
鉱
夫
を
（２） 
中心とした組織であることを一示していると同時に、明治三○年代末の一般鉱夫共済会の月会費一○銭程度と較べて
著
し
く
高
額
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
会
費
未
納
に
つ
い
て
も
厳
し
い
規
定
が
あ
り
、
第
五
条
は
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
事
情
に
よ
り
三
日
間
の
猶
予
を
認
め
、
そ
れ
で
も
未
納
の
場
合
に
相
当
額
の
物
件
の
横
収
と
、
そ
れ
の
拒
否
又
は
未
納
の
ま
ま
の
逃
亡
に
対
し
て
は
「
相
当
の
手
続
」
（３） 
（
恐
ら
く
除
名
処
分
で
あ
ろ
う
）
を
識
ず
る
と
規
定
し
て
い
る
。
明
治
三
○
年
代
の
日
本
の
労
働
組
〈
口
の
会
費
徴
収
の
ル
ー
ズ
さ
と
比
4８ 
較する時、友子の組織性、規律の厳しさが浮びあがってくる。
磐城炭砿の友子規約は、取立についての規定を全く含んでおらず、残念ながら取立制度の実態は不明である。そ
の
代
り
共
済
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
は
詳
し
い
。
ま
ず
病
傷
に
つ
い
て
の
規
定
と
し
て
、
第
七
条
は
、
扶
助
の
前
提
と
し
て
病
傷
者
が
、
医
師
の
診
断
書
を
箱
元
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
初
期
の
旧
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
よ
う
に
、
医
者
の
い
な
い
時
期
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
明
治
後
期
の
近
代
的
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
機
能
の
近
代
性
を
示
す
一
指
標
で
あ
る
。
第
八
条
は
、
見
舞
金
の
グ
レ
ー
ド
を
示
し
た
も
の
で
、
三
週
間
’
四
週
間
の
病
傷
の
者
金
五
○
銭
、
四
週
間
以
上
一
日
に
付
金
五
銭
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
後
に
承
る
神
岡
鉱
山
の
規
定
と
較
べ
る
と
大
分
簡
略
で
あ
り
、
常
磐
地
方
の
友
子
制
度
の
発
達
度
合
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
二
週
間
以
内
の
病
傷
は
、
友
子
組
織
と
し
て
扶
助
が
な
さ
れ
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
（４） 
そ
の
分
は
、
親
分
子
分
あ
る
い
は
兄
弟
分
と
い
っ
た
友
子
の
中
軸
的
結
合
の
周
辺
で
扶
助
さ
れ
た
と
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
一一○日から三○日近くの傷病に対して五○銭の見舞金は、一日当り一銭六厘’一一銭五厘で額からみれば多くはない
が
、
こ
れ
は
、
磐
城
炭
砿
内
郷
町
田
坑
の
友
子
組
織
が
弱
小
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
身
近
な
仲
間
に
よ
る
扶
助
も
前
提
さ
れ
、
か
つ
無
過
失
の
負
傷
な
ど
で
は
公
的
な
救
仙
規
則
の
扶
助
が
こ
れ
を
補
足
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
一
○
条
は
、
四
週
間
以
上
不
治
の
病
傷
は
満
一
○
ヶ
月
ま
で
一
日
五
銭
の
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
満
一
○
ヶ
月
以
上
の
場合は、医師の診断書を基に、願人による奉願帳交附の申請をなし、山中協議によって、奉願帳を発行することも
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
二
条
は
、
奉
願
帳
発
行
に
対
し
て
、
山
中
友
子
よ
り
金
一
○
円
、
寄
附
帳
発
行
に
対
し
て
は
金
七
円
の
支給を規定している。因に労働能力喪失者に退職金として支給されるこの一○円という額は、採炭夫の一ヶ月分の
賃
金
に
相
当
し
、
友
子
共
済
制
度
の
中
の
焦
眉
で
あ
る
。
一
時
的
な
病
傷
者
は
、
借
金
し
て
食
い
つ
な
ぐ
に
し
て
も
、
回
復
す
れ
ば
借
４９明治期における友子の組織と機能（中）
第一二条は、友子メンバーの鉱夫本人及び家族の死亡に対する見舞金を規定したものであり、本人死亡に対して
は金一○円、七歳以上の家族死亡に対しては金五円、一歳’七歳までは金二円と定めている。以上のように、明治
三○年頃には友子の共済制度は、制度的には確乎として確立していることがわかる。
次
に
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
る
浪
客
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
を
承
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
条
は
、
第
一
に
、
浪
人
と
し
て
当
鉱
山
に
登
飯
し
た
者
に
「
附
合
料
」
と
し
て
金
一
○
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
草
畦
銭
と
も
見
受
け
ら
れ
、
一
宿
一飯の費用については、特に規定はない。夕張第一砿の友子規約に徴するに、一宿一飯の費用は、この交際費の外
に山中友子の負担となっていたように思われる。そして登飯浪人が、もし当川で働くようになれば、第三条にある
ように、交際所にその旨出願し、箱元に名札を褐示し、当山中友子に加入しなければならない規定になっている。
第一条はまた奉願帳・寄附帳持浪人について規定している。すなわち奉願帳持を二段階に分け、一等のものには
金一円、二等のものには金七○銭を支給し、寄附帳持に対しては金五○銭が支給されると規定している。これら奉
願帳持浪人は、鉱山から鉱山を渡り歩いて、附合料を給附され、余生を生きていく。当時、奉願帳が一鉱山でどの
金
の
返
済
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
労
働
す
る
能
力
を
失
っ
た
鉱
夫
は
、
稼
ぐ
す
べ
を
持
た
な
い
。
奉
願
帳
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
存
在
が
資
料
的
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
奉
願
帳
制
度
は
、
｜
鉱
山
に
個
別
的
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
国
的
な
制
度
で
あ
り
、
常
磐
地
方
に
お
い
て
明治三○年にこの制度が確認されたということは、この制度が、少なくとも、北陸中部、東北地方で普及していた
ことを物語っている。明治前期にはその存在が確認されていないとはいえ、奉願帳制度は、すでに明治二○年代に
は成立していたとゑなすことができる。明治三○年頃までに友子制度が確立したとする一つの有力な根拠が、この
奉
願
帳
制
度
の
普
及
で
あ
る
。
5０ 
以
上
の
よ
う
に
明
治
三
○
年
の
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
は
、
取
立
制
度
に
関
す
る
規
定
を
欠
く
と
は
い
え
、
明
治
末
年
と
大
正
初
期
に
ふ
ら
れ
る
友
子
制
度
の
基
本
的
枠
組
を
お
上
よ
そ
整
備
し
て
お
り
、
友
子
制
度
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
示
している。尚最後に一言附け加えておけば、磐城炭砿の友子組織は、目友子とも渡友子とも規定されていないが、
実
態
的
に
ふ
れ
ば
自
友
子
系
で
あ
り
、
当
時
、
常
磐
地
方
の
労
働
力
の
給
源
が
、
足
尾
銅
山
や
北
陸
の
諸
鉱
山
に
あ
り
、
目
友
子
系
の
友子組織が移入されたためと思われる。
程度の頻度で発行されたか明らかではないが、大正期の友子箱元資料は、毎月数人から拾数人の奉願帳持浪人が交
際
所
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
決
し
て
名
目
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
態
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
し
く
ふ
れ
た
い
。
奉
願
帳
制
度
の
規
定
は
、
二
度
目
の
廻
山
者
に
対
し
て
は
、
金
三
○
銭
と
規
定
し
、
初
回
よ
り
支
給
額
が
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は、奉願帳持浪人の登山が一鉱山の山中友子に集中することを避けようとする措置で、きわめて合理的な規定とな
は、奉願握
っている。
四の何の①の注
（１）拙稿『日本炭鉱賃労働史論』、一三八頁を参照。
（２）『鉱夫待遇事例』、一六九頁。
（３）明治三○年代前半の鉄工組合などが組合費の未納に悩んでいたことは周知のことである。詳しくは兵藤釦『日本における
労資関係の展開』を参照されたい。
（４）他の山中友子の規約でも、二週間以内の病傷に対する組織としての扶助規定はないが、それは、松島静雄氏も指摘（『友
子の社会学的考察』六二頁）されているように、病傷者の周辺の友子関係者による身辺的な扶助が行なわれていたことを示
す
。
組
織
と
し
て
問
題
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
身
辺
的
扶
助
を
超
え
る
よ
う
な
病
傷
の
場
合
で
あ
っ
た
。
５１明治期における友子の組織と機能（中）
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
４－、不都合ノ所為一一依り除名シタルモノニ対シ隣川又〈相当人物ヲ以テ詫入り爾後改心ノ見込アルモノニ限り
再上入会ヲ許スコトァルヘシ此ノ場合一一〈各鉱山一一対シ道明ケノ通知ヲナスモノトス
５｜、組合員死亡シタルトキハ区内ヨリ金参円シ、ヲ出金シ香糞ヲ贈与ス
６｜、組合員ノ家族ニシテ死亡者アリタルトキハ区内ヨリ金五十銭シ、出金シテ香莫ヲ贈与ス
７｜、組合員ダル死亡者一一遺族アリト錐トモ位牌〈必ス兄子分二於テ之ヲ捧持スヘキコト兄子分不在ナルトキハ
弟
子
分
、
弟
子
分
不
在
ノ
ト
キ
（
近
縁
ノ
モ
ノ
之
ヲ
捧
持
ス
８
－
、
組
合
員
又
〈
其
家
族
ニ
シ
テ
死
亡
者
ア
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
救
助
ス
ー、組合員死亡ノトキ（一人二付白米一升宛
二
、
組
合
員
ノ
家
族
ニ
シ
テ
五
歳
以
上
ノ
モ
ノ
死
亡
ノ
ト
キ
ハ
白
米
五
合
宛
三、組合員ノ家族ニシテ一一歳以上五歳以下ノモノ死亡ノトキ（白米一一合五勺
②
明
治
三
○
年
代
中
頃
夕
張
第
一
砿
の
友
子
制
度
の
場
合
次に明治三○年代中頃の夕張第一砿の友子規約をゑてみよう。その概要は次の通りである。冒頭のナンバーは筆
１｜、組合員
２｜、当山ヲ
３
「
組
合
ノ
ヲ
許
サ
ス
夕
張
第
一
砿
の
渡
鉱
夫
組
合
規
約
の
摘
要
組合員〈古来ヨリノ規約ニ依り五十三ケ条ノ山例、山法ヲ確守スヘキモノトス
当山ヲ五区二区分シ各区毎一一区長ヲ置ク
組合ノ規約ヲ破り其他不都合ノ所為ニ依り除名シタルトキハ其理由ヲ認メ各鉱山一一通知シ再上組合一一入会
5２ 
み
ら
れ
る
通
り
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
は
、
二
○
項
目
か
ら
な
り
や
▲
詳
細
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
あ
ま
り
整
然
と
は
し
て
い
な
い
。
規
約
と
し
て
は
、
粗
雑
な
部
類
に
属
し
、
そ
の
古
さ
が
示
唆
さ
れ
る
。
尚
規
約
の
分
析
に
先
立
っ
て
指
摘
し
て
お
け
ば
、
Ⅳ｜、組合員〈交際
肥一、出生山（親山
四一、組合員一一シテ
奉願帳ヲ附与ス
別一、他諸山組合員
９－、職親死亡シタルトキハ一週年内二兄子分タルモノ必ス石牌ヲ建立スルコト、若子分ナキトキハ取立兄弟一一
於
テ
之
ヲ
建
立
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
皿
一
、
前
項
ノ
規
約
二
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
組
合
ヨ
リ
之
ヲ
除
名
ス
ｕｌ、組合員及家族一一シテ負傷又〈疾病等一一罹リタルトキハ役員一同協議ノ上相当ノ見舞ヲナスモノトス
皿一、浪人トシテ登山シタルモノァルトキ〈本人ノ生国職親職兄及登山ノ用務、出生ノ年月日等ヲ精査シテ正当
ナル友子ト認メタルトキハ各区長一一通知シ区内一統へ通知シ一同挨拶一一出ツルモノトス
Ⅲ｜、浪人トシテ登山シタルモノハ三日間ヲ限り無料ニテ宿泊ヲ許ス
ｕｌ、他山二於テ除名セラレタルモノ浪人トシテ登山シタルトキハ之一一下山ヲ命ス
旧一、浪人登山者ニシテ三日間滞山ノ後下山スルトキハ附合金トシテ金二十銭饒別トシテ金一一一拾銭ヲ贈与ス
肥
一
、
他
諸
鉱
山
ノ
組
合
員
一
一
シ
テ
天
災
地
変
ノ
為
〆
多
数
ノ
死
傷
者
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
山
中
一
同
協
議
ノ
上
相
当
ノ
見
舞
金
ヲ
贈呈ス他諸山組合員一一
組
合
員
〈
交
際
金
ト
シ
テ
毎
月
一
人
二
付
二
拾
銭
宛
組
合
へ
納
付
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
出生山（親山トシテ三年一一一月十日間〈他行ヲ許サ、ルモノトス
組合員一一シテ負傷ノ為〆療疾トナリ又〈長病ノ為〆生計困難二陥リタルモノニ対シテハ山中一統協議ノ上
シ
テ
前
条
ノ
奉
願
帳
ヲ
持
参
シ
タ
ル
ト
キ
〈
山
中
一
統
協
議
ノ
上
相
当
ノ
金
ヲ
恵
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
５３明治期における友子の組織と機能（中）
まず組織面の規定からゑていこう。第一項は、友子が「五十三ケ条ノ山例、山法ヲ確守スベキモノ」と規定し、
山例、山法の類が似然として友子の職業倫理として維持されていることを示して興味深い。夕張第一砿の規約も、
磐城炭砿の規約と同様に、友子組織についての規定を欠き、交際所、箱元、大当番についての言及さえふられな
い。しかしそれらが存在していたことは疑いない。ただ夕張第一砿の友子規約の組織についての言及で注目される
の
は
第
一
に
、
友
子
を
「
組
合
」
と
し
て
把
え
て
い
る
と
で
あ
る
。
友
子
を
組
合
と
し
て
把
え
て
い
る
の
は
管
見
す
る
限
り
、
こ
の
規
約
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
点
は
、
第
二
項
に
あ
る
如
く
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
組
織
を
「
五
区
」
に
区
分
し
、
各
区
に
「
区
長
」
を
置
き
、
区
部
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
中
友
子
を
区
部
制
を
も
っ
て
編
成
し
て
い
る
例
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
阿
仁
鉱
山
の
友
子
組
織
に
も
ふ
ら
れ
る
が
、
大
鉱
山
に
お
い
て
は
、
名
称
は
と
も
か
く
、
事
実
上
支
部
制
を
と
っ
て
い
る
例
は
他
に
も
多
く
ふ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
第
一
一
項
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
病
傷
に
対
す
る
見
舞
金
の
給
付
決
定
に
は
「
役
員
一
同
協
議
」
と
あ
り
、
役
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
友
子
の
組
合
員
が
多
数
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
全
員
集
会
の
山
中
集
会
の
開
催
は
技
術
的
に
難
し
く
な
り
、
い
き
お
い
友
子
の
組
織
運
営
の
中
心
は
役
員
会
に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
友
子
の
直
接
民
主主義的性格を失なわせ、有力幹部のボス支配を生む危険性もまた強まるとみられる。第一六項、一九項、二○項
に
あ
る
よ
う
に
、
問
題
の
「
山
中
一
統
協
議
」
の
上
決
定
す
る
と
あ
る
が
、
全
員
の
山
中
集
会
で
あ
る
の
か
ど
う
か
定
で
は
な
い
。
第
三
に
、
第
三
項
、
第
四
項
、
第
一
○
項
、
第
一
四
項
の
規
律
上
の
規
定
も
注
目
さ
れ
る
。
第
三
項
は
、
「
組
合
ノ
規
約
ヲ
破
り
其
他
不都合ノ所為ニ依り除名シタルトーーハ其理由ヲ認ノ各鉱山二通知シ再上組合一一入会ヲ許サス」とあり、友子の厳し
い
内
部
規
律
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
内
部
規
律
（
除
名
処
分
）
な
し
に
、
組
織
の
存
続
、
発
展
は
不
可
能
で
あ
り
、
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
夕張第一砿は明治三○年代中頃には、すでに砿夫三○○○人以上を擁する大炭砿であり、友子組織も大規模だった
6４ 
現
実
の
明
治
期
に
お
け
る
友
子
の
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
規
律
規
定
の
存
在
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
方
第
四
項
の
「
不
都
合
ノ
所
為
ニ
依
り
除
名
シ
タ
ル
モ
ノ
ー
一
対
シ
隣
山
又
〈
相
当
人
物
ヲ
以
テ
詫
入
り
爾
後
改
心
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ニ
ミチアケ（１）
限り再上入会ヲ許スコトァルベシ」との規定は、厳しい規律を主張する反面、違反者を救済する「道明」と呼ばれ
る
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
装
置
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
。
友
子
は
、
組
織
運
営
の
弾
力
性
を
保
持
し
て
い
た
と
云
い
う
る
。
な
お
除
名
処
分
及
び
そ
の
解
除
に
際
し
て
は
、
そ
の
旨
他
鉱
山
に
回
状
を
も
っ
て
通
知
す
る
慣
行
が
あ
る
が
、
こ
の
廻
（２） 
状
制
度
は
、
足
尾
銅
山
の
老
鉱
夫
に
よ
っ
て
、
す
で
に
明
治
二
○
年
代
前
半
頃
に
存
在
し
た
と
の
証
言
が
あ
る
。
第
一
○
項
の
「
前
項
ノ
規
約
二
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
（
組
合
ヨ
リ
之
ヲ
除
名
ス
」
と
の
規
定
は
、
第
三
項
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
。
第一四項の「他山二於テ除名セラレクルモノ浪人トシテ登山シタルトキハ之一一下山ヲ命ス」との規定は、除名処分
が
単
に
一
山
的
な
も
の
で
な
く
、
全
国
的
な
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
こ
そ
、
友
子
制
度
は
、
組
織
と
し
て
は
一
山
的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
機
能
の
面
で
は
全
国
的
な
性
格
を
保
持
し
て
い
る
所
以
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。
以上のように、夕張第一砿の友子規約は、組織の面では、除名処分のほか注目すべき規定がないが、新しい炭砿
に
お
け
る
友
子
だ
け
あ
っ
て
組
合
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
は
、
若
干
注
目
さ
れ
る
規
定
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
取
立
制
度
に
つ
い
て
は
、
特
に
詳
し
い
規
定
はふられないが、第一八項は、「出生山〈親山トシテ三年一一一月十日〈他行ヲ許サ、ルモノトス」と規定し、取立山
における三年一一一ヶ月の修業義務の存在を確認している。この制度は、一方では取立てられた鉱夫が一つの友子組織
内
で
、
友
子
の
組
織
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
更
に
技
能
修
熟
を
も
義
務
づ
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
熟
練
労
働
力
不
足
傾
向
の
明
治
期
に
あ
っ
て
、
｜
鉱
山
に
よ
る
熟
練
労
働
力
の
確
保
を
幾
分
と
も
保
障
す
る
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
、
一
次
資
料
の
上
で
は
、
明
治
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
足
尾
銅
山
』
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
る
が
、
少
な
く
５５明治期における友子の組織と機能（中）
一記帳ノ方法記帳ノ方法〈親分又〈以母親ノ生国及姓名ノ直下一一子分又〈以母親舎弟ノ生国及姓名ヲ記シ以
下同期一一入会シタモノヲ列記ス
右二種ノ面附ノ外友子総員二付親分及子分ノ関係ヲ記帳シタル山中立会面附く附近鉱山二於ケル友子二人ヲ立会
面
附
及
鉱
山
所
在
地
二
於
ケ
ル
目
鉱
夫
組
合
二
属
ス
ル
ニ
人
ノ
立
会
面
附
ヲ
認
メ
ｕ
テ
入
会
ノ
儀
式
ヲ
執
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
｜組合二入会シタルモノハ入会後一一一年一一一月十日間〈他出スルコトヲ得サルモノトス之レ三ヶ年〈鉱山ノ為メ三
ヶ
月
〈
親
分
ノ
為
〆
又
十
日
間
（
以
母
親
ノ
為
メ
奉公スルモノト定メラレタル習慣アルカ故ナリ而シテ友子一一シテ親
分トナリ子分ヲ有スルコトヲ得ルハ入会後五ヶ年以上経過シタルモノーー限ルモノトス
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
渡
友
子
の
場
合
は
、
取
立
に
際
し
て
親
分
子
分
の
関
係
の
他
に
「
以
母
親
、
以
母
舎
弟
」
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
自
友
子
系
で
も
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
兄
弟
分
関
係
は
結
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
以
ともすでに明治三○年代前半期には定着していたとふることはできるであろう。
なお、取立制度について規約上の規定ではないが、『鉱夫待遇事例』は、夕張第一砿の規約と併せて、「友子入会
ノ方式」を紹介している。参考までに引用しておこう。
入
会
ノ
手
続
組
合
一
一
入
会
ス
ル
ヲ
取
立
ト
称
ス
入
会
者
ノ
履
歴
性
行
等
ヲ
調
査
シ
組
合
員
ノ
同
意
ヲ
経
テ
入
会
ヲ
許
ス
入
会
シ
タ
ル
者
ノ
分
限
取
立
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
同
時
二
親
分
、
子
分
、
以
母
親
、
以
母
舎
弟
ノ
ー
関
係
ヲ
生
ス
即
チ
入
会
者
〈
親分及以母親ノー人ヲ戴キ以母親ダルモノョリスレハ以母舎弟ノ名儀ヲ保ツモノトス
友
子
名
簿
ノ
記
帳
親
分
、
子
分
ノ
関
係
〈
大
工
取
立
面
附
二
記
帳
シ
又
以
母
親
、
以
母
舎
弟
ノ
関
係
〈
之
ヲ
掘
子
取
立
面
附
一一記帳ス
友
子
入
会
ノ
方
式
入
会
ノ
手
続
組
合
5６ 
に際しては、白米五合、
「不幸米」のことである。
母
親
と
か
以
母
舎
弟
と
か
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
渡
友
子
の
場
合
は
、
兄
弟
分
関
係
を
「
掘
子
取
立
面
附
」
に
記
す
と
あ
る
。
こ
の
二
点
は
、
自
渡
両
友
子
を
区
別
す
る
指
標
に
な
る
の
で
今
後
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
親
分
と
な
る
た
め
に
は
「
入
会
後
五
ヶ
年
以
上
経
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
の
慣
行
は
、
果
し
て
ど
の
程
度
一
般
性
を
も
つ
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
神
岡
鉱
山
で
は
、
水
瀬
清
二
郎
に
よ
れ
ば
、
親
分
と
な
る
た
め
に
は
取
立
後
「
三
年
以
上
経
過
し
て
ゐ
る
（３） 
事
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
制
度
的
に
は
、
親
分
と
な
る
時
期
は
地
域
や
鉱
山
の
事
情
に
よ
っ
て
や
上
可
変
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
三
年
位
は
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
後
に
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
友
子
の
財
政
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
第
一
七
項
は
「
組
合
員
〈
交
際
金
ト
シ
テ
毎
月
一
人
二
付
二
拾
銭
宛
組
合
へ
納
付
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
て
お
り
、
一
応
月
会
費
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
二
分
の
一
で
あ
り
、
貸
金
上
昇
を
考
慮
す
る
と
実
質
的
に
は
二
分
の
一
よ
り
下
廻
わ
る
で
あ
ろ
う
。
夕
張
第
一
砿
の
会
費
が
安
い
の
は
、
す
ぐ
後
に
み
る
よ
う
に
、
組
合
員
及
び
家
族
の
死
亡
に
際
し
て
白
米
を
各
組
合
員
が
現
物
供
出
す
る
制
度
が
あ
り
、
傷
病
の
場
合
も
米
の
現
物
供
出
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
現
物
的
な
負
担
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
組
合
員
数
が
多
く
て
、
財
政
が
豊
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
米
に
よ
る
現
物
扶
助
は
、
い
か
に
も
東
北
型
の
友
子
の
慣
行
に
似
つ
か
わ
し
く
、
前
近
代
性
を
示
す
と
同
時
に
、
土
着
的
な
合
理
性
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
部
、
畿
近
地
方
の
友
子
に
は
承
ら
れ
な
い
慣
行
で
あ
る
。
次
に
山
中
共
済
規
定
で
あ
る
が
、
第
五
項
、
第
六
項
に
よ
ら
れ
る
よ
う
に
、
組
合
員
死
亡
に
際
し
て
は
、
区
内
よ
り
三
円
、
五
区
あ
る
の
で
一
五
円
が
箱
元
か
ら
香
典
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
因
に
磐
城
炭
砿
の
場
合
は
一
○
円
で
あ
っ
た
。
家
族
の
場
合
は
、
二
円
五
○
銭
の
香
典
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
八
項
で
は
、
各
組
合
員
は
、
組
合
員
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
白
米
一
升
、
五
歳
以
上
の
家
族
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
白
米
五
合
、
二
歳
’
五
歳
の
家
族
の
死
亡
に
は
白
米
二
合
五
勺
宛
供
出
す
べ
き
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
５７明治期における友子の組織と機能（中）
薄」があり、そ一
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
組合員及び家族の傷病に対する扶助については、第二項は、「役員一同協議ノ上相当ノ見舞ヲナスモノトス」
と
あ
る
の
承
で
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
死
亡
者
に
対
す
る
香
典
規
定
な
ど
か
ら
み
て
、
友
子
規
約
に
は
、
傷
病
に
対
す
る
む
し
ろ
詳
し
い
規
定
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
編
者
が
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
箱元交際については、第一九項において「癌疾」者及び「長病」者には「山中一統協議ノ上奉願帳ヲ附与ス」と
規定され、第二○項では、他山からの奉願帳持の浪人に対しては「山中一統協議ノ上相当ノ金ヲ恵与スルモノト
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
奉
願
帳
制
度
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
六
項
に
、
他
山
の
組
合
員
に
「天災地変」による「多数ノ死傷者」が出た時は「山中一同協議ノ上相当ノ見舞金」を贈呈するという規定である。
こ
う
し
た
規
定
は
、
磐
城
炭
砿
、
神
岡
鉱
山
の
規
約
に
は
な
い
が
、
尾
去
沢
鉱
山
の
「
山
中
救
助
規
則
」
（
明
治
末
年
）
の
第
八
ケ
条
に
類
似
し
た
規
定
が
承
ら
れ
る
。
通
常
の
浪
客
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
第
一
二
項
に
「
浪
人
ト
シ
テ
登
山
シ
タ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ト
ニ
ハ
本
人
の
生
国
職
親
職
兄
及
登
山
の
用
務
出
生
ノ
年
月
日
等
ヲ
精
査
シ
テ
正
当
ナ
ル
友
子
ト
認
メ
タ
ル
ト
ニ
ハ
各
区
長
一
一
通
知
シ
区
内
一
統
へ
通
知
シ
一
同
挨
拶
二
出
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
さ
れ
、
登
山
に
よ
る
一
宿
一
飯
の
厳
し
い
手
続
が
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
箱
元
は
通
常
「
狼
客
人
名
簿
」
を
作
成
し
、
登
飯
者
の
略
歴
を
記
入
し
て
お
く
が
、
こ
の
規
定
は
、
そ
の
慣
行
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
明
治
期
の
「
狼
客
人
名
簿
」
類
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
尾
去
沢
鉱
山
の
赤
沢
坑
自
友
子
の
大
正
二
年
七
月
以
降
の
も
の
と
、
阿
仁
鉱
山
の
真
木
坑渡友子の大正一一年一一一月以降のもの、細倉鉱山の大正一一一年以降の三種くらいである。もし明治期の「狼客人名
簿
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
登
山
者
の
出
生
山
、
取
立
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と
、
明
治
期
の
前
期
中
期
の
友
子
の
実
態
が
一
層
明
確
規約の第一一一一項は、浪人に「一一一日間」の「無料」「宿泊」を認め、第一五項は、登山浪人が下山する時は「附合
5８ 
料
ト
シ
テ
金
二
十
銭
賎
別
ト
シ
テ
金
三
拾
銭
」
計
五
○
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
一
○
銭
と
尾
去
沢
鉱
山
の
一
○
銭
（
明
治
末
年
）
と
較
べ
る
と
か
な
り
高
い
が
、
そ
れ
は
、
労
働
力
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
北
海
道
の
労
働
市
場
の
特
質
を
反
映
し
、
労
働
移
動
を
保
障
す
る
浪
人
へ
の
交
際
費
を
高
め
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
第
九
項
は
、
「
職
親
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
｜
週
年
以
内
二
兄
子
分
タ
ル
モ
ノ
必
ス
石
牌
ヲ
建
立
ス
ル
コ
ト
、
若
子
分
ナ
キ
ト
キ
ハ
取
立
兄
弟
二
於
テ
之
ヲ
建
立
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
、
仏
参
制
度
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
渡
友
子
の
場
合
に
特
に
よ
ら
れ
る
規
定
で
あ
っ
て
、
自
友
子
系
の
規
約
に
は
み
ら
れ
な
い
。
以
上
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
友
子
制
度
の
基
本
構
造
は
、
北
海
道
の
炭
砿
の
特
質
も
承
ら
れ
る
が
、
ほ
■
明
治
末
年
、
大
正
初
期
に
み
ら
れ
る
友
子
制
度
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
磐
城
炭
砿
の
友
子
規
約
と
、
こ
の
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
を
併
せ
て
ふ
る
と
、
そ
こ
に
ほ
Ｒ
明
治
三
○
年
代
前
半
頃
の
ト
ー
タ
ル
な
友
子
制
度
の
基
本
構
造
が
浮
び
上
る
。
そ
れ
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
の
友
子
制
度
と
較
べ
て
そ
れ
ほ
ど
未
発
達
で
も
未
成
熟
の
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
殆
ん
ど
遜
色
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
③
明
治
三
○
年
代
神
岡
鉱
山
の
友
子
制
度
の
場
合
次
に
三
井
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
じ
め
に
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
正
期
に
も
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
を
と
り
あ
げ
て
ふ
た
い
。
こ
の
規
則
は
、
大
正
八
年
二
月
一
日
改
正
と
あ
る
が
、
実
際
は
、
他
に
存
在
ｕ
の
。
の
②
の
注
（１）松島『友子の社会学的考察』、一○五頁。
（２）塩野良作『名山足尾』、一六八頁。
（３）水瀬清二郎『坑夫』、一○五頁。
５９明治期における友子の組織と機能（中）
す
る
神
岡
鉱
山
同
盟
夫
規
約
の
原
型
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
明
治
三
○
年
代
、
あ
る
い
は
明
治
二
○
年
代
の
友
子
規
約
の
骨
格
を
保
持
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「栃洞山中規則」（明治三○年代前半期）
第
壱
条
本
規
は
坑
夫
交
際
上
及
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
目
的
と
す
第
参
条一、
第
弐
条
交
際
金
五
、
取
立
な
し
た
る
新
坑
夫
は
取
立
せ
し
月
よ
り
六
ヶ
月
間
交
際
金
半
額
と
す
六
、
交
際
者
に
し
て
傷
病
の
為
め
四
十
五
日
以
上
休
業
し
た
る
も
の
は
交
際
金
を
徴
集
せ
ず
一、山中交際金は長屋一棟毎に世話役一名とし毎月交代にて徴集すること
但
し
勘
定
後
五
日
以
内
に
受
持
人
に
差
出
す
べ
し
二
、
交
際
者
に
て
二
ヶ
月
に
至
り
て
納
め
ざ
る
者
は
そ
の
納
入
を
完
了
す
る
迄
当
山
中
丈
交
際
を
拒
絶
す
三
、
交
際
人
不
在
中
と
雌
も
箱
元
へ
届
け
ず
し
て
退
山
し
た
る
も
の
は
交
際
金
を
徴
集
す
る
こ
と
四
、
坑
夫
交
際
者
に
し
て
勘
定
前
に
於
て
当
山
使
役
し
た
る
と
き
は
交
際
金
を
徴
集
し
勘
定
後
に
於
て
は
徴
集
せ
ず
退
山
し
た
る
時
も
之
に
準
ず
病
気
及
負
傷
に
て
休
業
し
た
る
も
の
は
左
の
通
り
見
舞
を
下
附
す
十
五
日
以
上
金
壱
円
三
十
日
以
上
金
壱
円
五
拾
銭
四
十
五
日
以
上
金
弐
円
病
気
及
負
傷
6０ 
第四条一、「交
際
坑
夫
死
亡
の
際
は
香
料
と
し
て
左
の
通
り
下
附
す
就
業
中
即
死
金
八
円
病
気
即
死
五
日
以
内
に
死
亡
し
た
る
時
金
六
円
六
日
以
上
十
五
日
迄
に
死
亡
初
回
見
舞
添
へ
其
の
他
の
死
亡
金
弐
円
外
に
当
番
の
分
壱
円
を
増
加
す
こ
、
従
来
の
各
飯
場
よ
り
の
香
料
は
廃
止
す
三、坑夫交際者葬式の際は其の区内の大当番に於て野送りすること
但
し
其
の
区
内
の
大
当
番
又
は
其
の
代
理
人
は
全
部
会
葬
の
こ
と
四
、
交
際
者
家
族
死
亡
の
際
交
際
者
の
妻
金
壱
円
同
子
供
三
歳
以
上
十
四
歳
迄
金
五
拾
銭
以
上
香
料
給
与
の
上
其
の
区
内
の
大
当
番
一
人
会
葬
の
事
七
十
一
日
以
上
金
参
円
二、見舞金は凡て医師の証明に依る而して一回毎に証明書を差出す可し
三、見舞は一時に数度請求すべからず一時に数度請求する時は前の分は無効とす
四、交際者にして自己都合上保養等致すものは大当番の証明書を箱元に差出す可し大当番の証明なぎものは医
師
の
診
断
書
あ
り
と
旭
見
舞
下
附
せ
ず
死亡
金
参
円
６１明治期における友子の組織と機能（中）
第
六
条
当
番
一、交際上且事務取扱に付き左の当番を置く
一
、
箱
元
各
飯
場
順
番
二
、
大
当
番
任
期
は
六
ヶ
月
と
す
時
宜
に
よ
り
再
挙
す
る
も
差
支
な
し
（
大
富
三
名
栃
洞
五
名
前
平
二
名
）
第
五
条
浪
人
及
奉
願
帳
、
寄
附
帳
一
、
交
際
者
に
し
て
奉
願
帳
及
寄
附
帳
出
願
の
節
は
医
師
診
断
書
に
基
き
百
日
以
上
経
過
し
た
る
時
許
可
す
事
業
負
傷
は
百
日
経
過
せ
ざ
る
と
も
許
可
す
る
こ
と
有
り
以
上
は
臨
時
集
会
に
於
て
決
議
す
る
も
の
と
す
こ
、
他
山
よ
り
奉
願
帳
及
寄
附
帳
の
山
中
立
会
人
出
願
の
際
は
名
義
の
み
即
時
記
載
す
る
も
金
員
は
再
会
の
時
渡
す
し
の
と
す
奉
願
帳
金
八
円
寄
附
帳
金
六
円
四
、
浪
客
人
箱
元
に
来
り
し
時
自
已
の
都
合
に
よ
り
滞
在
を
出
願
せ
ず
箱
元
に
於
て
取
調
べ
滞
在
の
事
故
あ
り
と
認
め
た
る
場
合
は
三
日
以
内
許
可
す
る
こ
と
有
る
可
し
五
、
浪
客
人
の
宿
料
は
一
人
に
付
一
宿
金
参
拾
銭
に
し
て
小
供
に
て
は
三
歳
よ
り
十
四
歳
迄
半
額
と
す
但
し
使
役
し
た
る
場
合
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず
六
、
坑
夫
浪
人
登
山
の
節
は
箱
元
に
於
て
取
計
ふ
し
の
な
れ
ど
特
殊
の
浪
人
に
関
す
る
事
故
は
山
中
大
当
番
の
集
合
を
経
て
協
議
す
可
し
6２ 
第
七
条
雑
「
記
録
二
、
附
合
金
、
饅
別
三
、
現
月
当
番
各
月
順
番
と
す
四
、
老
年
役
取
立
後
三
十
年
以
上
経
た
る
も
の
五
、
小
使
当
番
坑
夫
取
立
後
三
年
間
と
す
二、山中集会に於て大当番又は代理人出席なき時はその集会に決議したる事項に関して異議唱ふ可からざるは
勿
論
相
当
の
処
置
な
す
こ
と
あ
り
三、交際所に於て大当番集会をなす時は予め交際所担当者に届け置く可し
四
、
山
中
に
於て会社に出願の事項あるときは大当番附添ひて出願す可し
五、大当番の任期終了したる時は慰労としての酒肴料壱円五拾銭を支給す
六
、
大
当
番
山
中
事
項
に
於
て
欠
勤
す
る
時
は
七
、
交
際
取
扱
所
に
は
大
当
番
及
び
現
月
当
番
の
名
札
を
掛
け
置
き
要
件
の
時
は
各
区
内
の
大
当
番
に
通
達
し
大
当
番
よ
り
現
月
当
番
へ
報
告
す
る
事
条
雑
則
山
中
に
は
記
録
簿
を
設
け
特
殊
の
出
来
事
は
事
実
を
明
細
に
記
入
な
し
置
く
可
し
他
山
よ
り
来
る
廻
状
、
事
故
あ
る
書
状
、
当
山
坑
夫
の
取
立
面
状
等
は
之
を
保
存
し
置
く
可
し
総
て
当
番
の
氏
名
は
之
を
記
載
し
置
く
事
山
中
記
録
に
異
変
あ
り
た
る
時
は
記
入
簿
に
記
入
整
理
な
し
置
く
事
６３U]拾期における友子の組織と機能（中）
第二条は、「交際金」と題して友子財政について規定したもので、一項では友子財政が、長屋一棟ごとの世話役
一名により毎月交代で徴集されると規定され、額は不明だがほ二月会費制となっていることを示している。因に明
治
初
期
の
旧
神
岡
諸
鉱
山
で
は
、
出
費
費
目
ご
と
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
後
に
ふ
る
よ
う
に
、
扶
助
給
附
が
箱
元
か
ら
ま
り
る
の
他
山
よ
り
坑
夫
取
立
に
付
き
立
会
人
出
願
の
節
は
立
会
名
義
記
載
と
共
に
祝
儀
金
を
送
る
事
坑
内
外
に
依
ら
ず
交
際
者
に
し
て
諸
物
品
紛
失
し
た
る
時
は
厳
重
に
取
調
べ
盗
人
発
見
の
上
箱
元
に
申
出
ず
可
し
箱
元
に
於
て
は
山
中
集
会
を
設
け
適
当
に
処
分
す
る
も
の
と
す
（１） 
凡
て
山
中
規
則
に
無
き
と
雌
も
急
用
の
と
き
は
箱
一
兀
及
び
前
後
箱
に
て
協
議
す
る
こ
と
あ
り
ゑ
ら
れ
る
通
り
、
全
七
条
二
九
項
か
ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
友
子
規
約
と
較
べ
る
と
や
や
詳
細
で
あ
る
が
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
規
約
と
較
べ
る
と
や
や
簡
略
で
あ
る
。
そ
し
て
内
容
は
、
か
な
り
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
て
内
容
に
つ
い
て
よ
る
と
、
ま
ず
第
一
条
で
「
本
規
は
坑
夫
交
際
上
及
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
目
的
と
す
」
と
、
友
子
の
組
織
目
的
を
明
記
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
友
子
は
、
目
か
ら
を
共
済
団
体
で
あ
る
な
ど
と
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
「
坑
夫
交
際
及
び
山
中
一
同
安
穏
」
と
い
う
数
語
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
私
の
主
張
し
て
き
た
友
子
の
組
織
原
理
が
こ
め
ら
れ
て
い
である。
三
、
其
の
他
交際浪人使役したる時は原籍調べ附合料として金拾銭を下附す交際坑夫附合料は一ヶ年に一回とす依而一
ヶ
年
内
に
再
度
登
山
す
る
も
附
合
は
下
附
せ
ず
交
際
者
解
一
雇
受
願
退
山
す
る
も
の
は
箱
元
に
出
願
の
上
届
出
可
し
箱
元
に
於
て
は
賎
別
と
し
て
金
参
拾
銭
を
下
給
す
但
し
出
願
せ
ざ
る
も
の
は
餃
別
下
附
せ
ず
6４ 
一括して行なわれていることもあり、月会費制をとっていることが明らかである。二項以降では、二ヶ月未納者の
山中交際の拒絶、無届不在者の交際金支払義務、当山で稼働中鉱夫の交際金支払義務、新規鉱夫の取立後半年間の
交際金半額化、四五日以上の傷病者の交際金免除などを規定している。因に明治一○年の長棟鉱山の友子日記で
も
、
罹
病
者
が
仲
間
の
死
亡
者
へ
の
見
舞
金
を
免
除
さ
れ
て
い
る
例
が
ふ
ら
れ
た
が
、
第
六
項
の
規
定
は
、
そ
の
点
を
成
文
化
し
た
も
次
に
友
子
の
機
能
に
関
す
る
規
定
を
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
、
取
立
に
つ
い
て
の
直
接
の
規
定
は
見
当
ら
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
取
立山における一一一年三ヶ月の修業義務については、大正元年の大富・栃洞坑の取立面状において明記されているが、
本
規
約
第
六
条
は
、
「
小
使
当
番
」
は
、
新
人
鉱
夫
が
取
立
後
三
ヶ
年
間
務
め
る
と
規
定
し
、
明
治
三
○
年
代
の
前
半
期
に
こ
の
制
度
の
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
三
条
か
ら
第
五
条
に
お
い
て
は
、
共
済
活
動
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
三
条
は
、
病
傷
見
舞
の
規
定
で
、
一
五
日
’
二
九
日
Ⅱ金一円、三○日’四四日Ⅱ金一円五○銭、四五日’七○日Ⅱ金一一円、七一日以上Ⅱ金一一一円である。一四日以内の
病
傷
に
対
し
て
は
、
近
親
仲
間
に
よ
る
扶
助
に
よ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
額
は
、
磐
城
炭
砿
の
場
合
（
二
一日’二八日で五○銭）と較べて二倍であるが、それは大正期に改正を受けているためであろう。兄舞金の支払い
は
、
大
当
番
と
医
師
の
診
断
書
を
要
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第四条は、死亡見舞の規定であるが、「就業中即死金八円」、「病気即死」五日以内の場合「金六円」、六日’一
五
日
の
場
合
「
三
円
」
、
そ
の
他
「
金
一
一
円
」
と
あ
り
、
他
に
「
当
番
の
分
壱
円
を
増
加
」
と
あ
る
の
は
、
当
番
役
に
あ
っ
た
鉱
夫
へ
の追加見舞と思われる。死亡見舞については、磐城炭砿の一○円、夕張第一砿の一五円と較べてやや低いが、炭砿
の
方
が
死
亡
災
害
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
炭
砿
の
方
が
死
亡
見
舞
を
多
く
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
家
の
で
あ
る
。
６５明治期における友子の組織と機能（中）
第
六
条
は
「
当
番
」
と
題
し
、
友
子
の
組
織
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
項
は
、
友
子
組
織
の
役
職
と
し
て
「
箱
元
」
、
「
大
当
番」、「月当番」、「老年役」、「小使当番」を置くことが明らかにされ、更に後の項にみられるように「交際所」が、
箱
元
所
在
地
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
箱
元
は
、
栃
洞
山
中
の
「
各
飯
場
順
番
」
の
持
廻
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
期
間
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
当
番
の
任
期
六
ヶ
月
に
順
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
当
番
は
、
六
ヶ
月
任
期
と
定
め
ら
れ
、
再
選
挙
い
て
で
あ
ろ
う
。
第
六
条
は
刀
番」、「月当番」
族
の
死
亡
に
対
し
て
は
、
妻
金
一
円
、
子
供
五
○
銭
で
あ
る
。
ま
た
第
三
、
第
四
の
項
の
末
尾
に
区
内
の
大
当
番
が
葬
式
を
組
織
す
る
旨
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
点
で
の
友
子
の
介
入
が
確
認
さ
れ
る
が
、
夕
張
第
一
砿
渡
友
子
規
約
の
よ
う
に
、
墓
石
の
建
立
義
務
は
規
定
されていない。ここに神岡鉱山の友子が目友子系である所以が示されている。
第
五
条
は
、
浪
人
制
度
及
び
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
第
一
項
は
、
奉
願
帳
、
寄
附
帳
の
発
行
は
、
医
師
の
診
断
書
と
山
中
友
子
の
「
臨
時
集
会
」
の
「
決
議
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
二
項
の
規
定
を
前
提
に
す
る
と
、
他
山
の
友
子
の
立
会
人
の
了
解
を
も
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
山
中
の
独
断
を
避
け
る
措
置
で
あ
る
。
「
臨
時
集
会
」
と
は
全
員
集
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
奉
願
帳
の
発
行
は
、
山
中
友
子
全
員
の
了
解
に
よ
っ
て
民
主
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
山
中
友
子
は
民
主的大衆的性格をもっていることに留意する必要がある。なお奉願帳発行に際しての見舞金額は、不明であるが、
第二項は、他の鉱山の山中友子における奉願帳類の発行の立会人出席に際して、奉願帳金一○円、寄附帳金六円を
事後的に支給するとあり、当山中で発行する場合もこの金額であったと推察される。
狼客人の登山については、第四項以降に規定され、箱元にて取調べ一一一日以内を許可し、宿料として一人一宿金一一一
○
銭
、
三
歳
’
一
四
歳
の
子
供
は
半
額
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
当
山
で
稼
働
す
る
場
合
は
除
外
す
る
と
あ
る
。
ま
た
特
殊
な
浪
人
登
山
に
つ
い
て
は
別
途
「
大
当
番
の
集
会
」
で
協
議
す
る
と
あ
る
の
は
、
奉
願
帳
持
ち
の
浪
人
に
対
す
る
交
際
金
の
支
給
額
な
ど
に
つ
6６ 
を
認
め
て
い
る
。
カ
ッ
コ
内
は
、
大
当
番
の
地
区
別
選
出
人
員
を
示
し
て
い
る
が
、
本
来
栃
洞
坑
の
み
の
規
約
の
時
は
、
栃
洞
坑
の
大
当
番
は
五
名
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
明
治
一
一
二
年
に
統
合
さ
れ
て
か
ら
大
富
三
名
、
栃
洞
五
名
、
前
平
二
名
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
月
当
番
も
お
か
れ
、
第
二
条
に
あ
る
よ
う
に
長
屋
一
棟
毎
の
世
話
役
は
、
こ
の
月
当
番
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
老
年
役
は
、
取
立
後三○年以上経たる者と規定され、友子内の重鎮として重きをなしていた。小使当番は、取立後三年間の間、新人
の
友
子
メ
ン
バ
ー
が
当
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
友
子
の
修
業
を
し
雑
事
を
担
当
し
た
。
第
二
項
以
降
は
、
友
子
の
組
織
運
営
の
細
部
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
第
二
項
は
、
山
中
集
会
（
こ
れ
は
全
員
出
席
の
集
会
を
さ
す
）
に
大
当
番
又
は
そ
の
代
理
人
出
席
な
き
時
は
、
異
議
申
し
立
て
を
認
め
な
い
、
と
規
定
し
、
鑓
三
項
で
は
、
大
当
番
集
会
の
事
前
予
告
、
第
四
項
で
は
、
会
社
へ
の
出
願
事
項
に
つ
い
て
は
大
当
番
の
同
行
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
労
資
間
の
紛
争
に
も
友
子
が
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
こ
れ
は
一
般
の
労
資
紛
争
に
対
し
て
友
子
が
傍
観
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
情
況
に
応
じ
て
、
友
子
が
一
般
の
鉱
夫
の
利
害
を
代
表
し
た
り
、
逆
に
会
社
側
の
利
害
を
代
表
し
て
紛
争
す
る
鉱
夫
を
押
え
る
側
に
廻
っ
た
り
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
別
稿
で
ふ
れ
る
が
大
正
期
の
神
岡
鉱
山
の
争
議
に
お
け
る
友
子
の
動
向
に
お
い
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
第
七
条
は
「
雑
則
」
と
題
さ
れ
、
第
一
項
は
、
友
子
関
連
記
録
の
整
備
を
う
た
い
、
第
二
項
は
、
附
合
金
、
饒
別
の
細
則
を
規
定
し
、
第
三
項
は
そ
の
他
の
組
織
上
の
細
目
を
規
定
し
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
其
の
他
の
項
目
中
の
友
子
メ
ン
バ
ー
に
よる諸物品の窃盗に対する山中集会による適当な処分の規定であり、これは友子が、鉱山内の自治的統括機能をも
つことを示している点で興味深い。市民社会においては、本来警察に委ねられるべき刑事事件を、友子は内部的に
処理しようとしている。徳川期以来の伝統的な自治的機能がここに幾分とも維持されているとみられる。
以
上
の
よ
う
に
、
大
正
期
に
承
ら
れ
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
も
、
内
容
的
に
ふ
れ
ば
、
磐
城
炭
砿
、
夕
張
第
一
砿
の
友
子
規
約
と
そ
６７明治期における友子の組織と機能（中）
れ
ほ
ど
変
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
基
本
的
内
容
は
ほ
堂
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
○
年
代
末
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
前
半
期
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
制
度
の
構
造
を
示
し
て
い
る
と
ゑ
て
大
き
な
疑
り
は
な
い
と
思
う
。
次
に
「
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
契
約
書
」
に
つ
い
て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
規
約
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
明
治
四
四
年
二月訂正とあるが、一訂正分は、ごくわずかであり、ほ堂全体が明治四四年二月以前の規約である。この規約は、形
成
史
的
に
ふ
れ
ば
、
大
富
坑
と
栃
洞
坑
の
二
つ
の
箱
元
が
統
合
さ
れ
た
時
に
成
文
化
さ
れ
た
も
の
を
骨
子
と
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
内
容
的
に
ふ
る
と
、
全
二
三
条
五
○
項
か
ら
な
る
き
わ
め
て
詳
細
な
規
定
を
も
っ
て
お
り
、
先
の
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
詳
細
な
規
定
を
も
ち
、
そ
れ
故
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
契
約
書
」
の
骨
子
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
と
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
よ
り
詳
細
な
規
定
を
も
っ
て
お
り
、
明
治
三
○
年
代
に
お
け
る
友
子
の
全
国
的
な
発
達
あ
る
い
は
神
岡
鉱
山
に
お
け
る
発
達
を
反
映
し
た
も
の
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
明
治
三
○
年
代
後
半
期
の
友
子
規
約
と
し
て
ゑておくことにしよう。
「契約書」は長文のだ
にする。
一
、
本
則
者
坑
夫
交
際
上
且
つ
山
中
一
同
安
穏
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
冒
頭
第
一
条
の
規
定
は
、
す
で
に
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
も
承
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
規
則
が
、
前
者
を
下
敷
に
し
て
い
る
こ
と
「
第
第
壱
条
「神岡鉱山同盟坑夫
緊
要
第
一
喧
嘩
口
論
賭
博
等
厳
禁
す
は
長
文
の
う
え
必
ず
し
も
問
題
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
問
題
ご
と
に
再
編
し
て
検
討
す
る
こ
と
契約書」（明治三○年代後半期）
● 
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を
示
唆
し
て
い
る
。
緊
要
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
「
喧
嘩
口
論
賭
博
等
厳
禁
」
は
、
山
例
、
山
法
の
規
定
を
象
徴
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
夕
張
第
一
砿
の
第
一
項
の
「
山
例
、
山
法
ヲ
確
守
ス
ヘ
キ
」
と
の
規
定
に
類
似
対
応
し
て
い
る
が
、
友
子
の
鉱
山
秩
序
維
持
の
精
神
を
も
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
ふ
ら
れ
る
。
ま
た
第
一
条
は
、
友
子
の
組
織
目
的
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
さぎに指摘した通りである。
第
参
条
役
務
の
期
限
第
弐
条
役
務
権
限
次
に
組
織
問
題
に
つ
い
て
の
規
定
を
ゑ
て
承
よ
う
。
一
、
大
当
番
及
会
計
係
の
役
務
期
限
は
六
ヶ
月
限
と
す
但
時
宜
に
依
り
再
挙
す
る
こ
と
有
る
べ
し
－、小使当番、坑夫取立後三年三月を経ざる者にして山中大当番の指揮を受け怠慢なく使用せらる聖者とす
一
、
山
中
取
締
且
つ
交
際
上
の
代
銘
者
と
し
て
左
の
役
務
を
設
置
す
－
、
箱
元
各
飯
場
巡
番
と
す
二
、
大
当
番
各
飯
場
よ
り
任
定
す
三
、
老
年
役
坑
夫
取
立
後
三
十
ヶ
年
経
過
す
る
あ
の
四
、
小
使
当
番
坑
夫
取
立
後
三
ヶ
年
間
と
す
一、当山中箱元に於て会計係を二名を置く、会計係は之を選挙し其の任に当らしむる、会計係の報酬は一名に対
し
－
ヶ
月
金
七
拾
銭
を
支
給
す
、
会
計
係
は
毎
月
交
際
金
徴
集
す
る
に
際
し
て
五
円
、
拾
円
の
紙
幣
を
持
参
す
る
者
あ
る
も
の
凡
て
該
紙
幣
を
取
扱
は
ざ
る
も
の
と
す
６９明治期における友子の組織と機能（中）
第
二
条
の
「
役
員
権
限
」
の
第
一
項
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
第
六
条
と
ほ
堂
全
く
同
じ
で
あ
る
。
月
当
番
の
規
定
が
無
く
な
っ
て
いるだけである。第二条第二項は、箱元に会計係二名の設置、選挙による選出、月七○銭の報酬支給を規定してお
り、「栃洞山中規則」にある組織よりより発達した組織の形成を示している。
第三条の「役務の期限」も、「栃洞山中規則」の規定と同じであり、ただ会計係も任期を六ヶ月と定め、小使当
番
は
、
大
当
番
の
指
揮
を
う
け
て
働
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
第四条は、「交際金募集方法」を定めたものであるが、その骨子も「栃洞山中規則」とほ蛍同じであり、この契
約書では、支払期間が、二ヶ月以内ではなく、「五日以内」と厳しくなっていることが目につくの糸である。
第
一
二
条
以
下
の
六
ケ
条
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い
規
定
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
四
条
交
際
一、交際金募
可
致
者
と
す
一、交際金必ず壱円以下の金額にて出金可致者とす
但
五
円
、
拾
円
の
紙
幣
持
参
の
者
は
其
の
切
賃
を
出
さ
し
む
る
く
し
一、交際金不在中と雛、箱元へ届出なく退山したる者は交際金相懸け申すべし、尤も箱元へ届出退山致し不在中
一
ヶ
月
及
ぼ
す
節
者
交
際
金
弁
償
す
る
に
及
ば
ず
但
暇
ま
を
取
出
立
の
月
は
前
月
交
際
金
通
り
相
懸
け
可
申
侯
事
一
、
当
山
坑
夫
に
し
て
負
傷
及
病
気
に
て
休
業
致
し
た
る
時
は
二
度
目
の
児
舞
金
を
下
附
し
た
る
日
よ
り
全
快
す
る
ま
で
山
中
交
際
金
を
徴
収
せ
ず
条
交
際
金
募
集
方
法
交
際
金
募
集
の
法
方
者
当
山
勘
定
後
五
日
以
内
に
出
金
可
致
者
と
す
、
万
一
出
金
難
成
節
者
其
の
理
由
直
に
箱
元
へ
届
出
埒
明
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第一一第一一一第一
拾、、拾、、、拾、
八新当五記記当四箱
条坑山条録録１１１条元
第
拾
弐
条
一
、
各
飯
場
に
於
て
一、将来は各大飯
出
頭
致
さ
せ
候
事
一
、
箱
元
譲
渡
し
並
に
二
期
の
大
集
会
は
毎
月
二
十
一
日
と
定
む
る
事
一、箱元請渡の際は大当番及び会計係り出席し山中諸帳簿書類、不残後箱元へ相渡すべし
『
毎
月
箱
渡
の
消
費
と
し
て
金
弐
円
を
支
払
ふ
く
し
一、半期毎に大当番譲渡の列席として会計並に大当番一名に付金五拾銭宛を酒肴に賛する事
但
経
済
は
此
限
に
あ
ら
ず
一
、
箱
元
に
於
て
臨
時
集
会
有
節
者
油
炭
料
と
し
て
金
五
拾
銭
宛
支
払
ふ
も
の
と
す
各
飯
場
に
於
て
山
中
大
当
番
に
選
任
に
相
成
る
人
は
臨
時
集
会
大
集
会
に
不
限
必
ず
自
身
箱
元
へ
出
頭
の
事
将来は各大飯場大当番に於て是非共集会に出席致兼候時は其飯場に居合せの坑夫二名を代理者として箱元へ
当
山
中
に
て
坑
夫
取
立
有
之
た
る
節
者
其
面
状
一
巻
者
箱
元
に
秘
蔵
し
置
く
屯
の
と
す
新
坑
夫
に
し
て
交
際
金
の
儀
者
其
年
取
立
し
た
る
年
末
限
り
半
額
と
す
当
山
中
に
は
記
録
簿
な
る
者
設
置
し
山
中
に
て
非
常
の
事
有
之
節
は
其
事
件
詳
細
に
記
入
し
置
く
く
し
記
録
帳
に
は
他
山
よ
り
到
着
し
た
る
廻
状
及
び
且
つ
事
故
あ
る
書
状
等
は
不
残
記
入
す
べ
し
記
録
帳
に
は
毎
月
の
箱
元
及
大
当
番
、
会
計
係
の
氏
名
は
必
ず
記
入
す
る
も
の
と
す
７１明治期における友子の組織と機能（中）
第
弐
拾
参
条
「
山
中
各
飯
場
箱
元
と
相
成
候
節
は
其
箱
元
大
当
番
に
限
り
月
給
料
金
五
拾
銭
を
給
与
す
第
一
二
条
は
、
箱
元
運
営
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
旨
は
、
六
ヶ
月
ご
と
に
箱
元
を
次
の
飯
場
に
移
す
「
箱
元
譲
渡
し」は、「大集会」同様、当「月二十Ｈ」と定め、箱元及び会計係、大当番に一定の手当を支給することを定めてい
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
近
代
友
子
の
一
つ
の
合
理
性
を
示
す
も
の
と
承
ら
れ
る
。
第
一
四
条
は
、
箱
元
に
お
け
る
記
録
関
係
の
整
備
を
規定したものであるが、この点も「栃洞山中規則」第七条雑則の第一項にすでに規定されている。第一五条の第一
項
は
、
取
立
面
状
の
箱
元
保
管
を
規
定
し
第
一
四
条
の
補
足
で
あ
り
、
第
一
項
は
、
新
坑
夫
の
取
立
年
の
年
末
限
り
の
会
費
半
額
を
規
定した第四条の補足である。これらもすでに「栃洞山中規則」によられたものである。
第
一
八
条
は
、
大
当
番
の
集
会
出
席
を
義
務
づ
け
、
や
む
を
得
ざ
る
欠
席
に
際
し
て
は
、
二
名
の
代
理
人
の
出
席
を
義
務
づ
け
た
も
のである。これも骨子は、「栃洞山中規則」第六条に規定されている。第二○条は、山中規則にない問題の処理は、
箱元にて協議決定すべきを規定したものであり、第一二条は、狼に規約への書き込糸を禁じ、｜訂正のあった事項に
ついてはその旨紙に添附すべきであると規定し、箱元の運営について厳しい注文を付けている。第一一一一一条は、箱元
へ
の
月
五
○
銭
の
手
当
支
給
を
規
定
し
て
い
る
。
以
一
上
の
よ
う
に
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
の
規
約
も
、
ほ
堂
「
栃
洞
山
中
規
則
」
と
同
一、総て山
第
弐
拾
壱
条
第弐拾条
一、総て山中規約なきと雌、急要の場合には箱元にて協議する事あるべし
_ 
と、
す此此箇条書へは、狼りに書入する事を不許、且つ時宜に依り一訂正したる節者、其部内へ添へ紙を以て張置もの
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一
で
あ
り
、
若
干
内
容
が
整
備
さ
れ
、
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
が
、
明
治
四
四
以
前の規約より一層古いものであることを十分に示している。
次
に
友
子
の
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
よ
う
。
ま
ず
取
立
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
も
明
確
な
規
定
は
ふ
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
大
正
元
年
の
大
富
・
栃
洞
坑
の
（２） 
「坑夫取立大面状」には、次に掲げる「出世条例」なる規定を併記しており、明治宋年に神岡鉱山でも、出生山に
おける一一一年三ヶ月の修業義務の制度は成立していたことが確認されるし、夕張第一砿の友子規約や『足尾銅山』に
お
け
る
明
治
三
○
年
代
中
頃
に
お
け
る
こ
の
制
度
の
確
認
は
、
神
岡
鉱
山
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
明
治
三
○
年
代
中
頃
に
こ
の
制
度が確立していたことを示している。
出世条例（大正元年）
第
一
条
第
三
条
第
二
条当山一一於テ出世ナセシ坑夫ダル者〈平素能ク其職親ヲ父母ノ如ク敬上貴フ可キ者ニシテ毫モ不遜ノ挙動アル
可
カ
サ
ル
事
可
カ
ラ
サ
ル
事
当山二於テ出世ナセシ坑夫ダル者徳義ヲ重ジー一一年三月十日間〈如何ナル事情アリト雌モ他一一行キ義務ヲ背ク
職親ヲ軽蔑シ其ノ道ヲ尺サス又〈獺惰一一シテ職業ヲ怠り逃走ヲ為シ他人へ迷惑ヲ掛ヶ不義ノ所業有之ル時〈
但シ父母自身病気徴兵召集止ム得サル場合一一〈医師ノ診断召集通知書ヲ以テ請暇致ス事
７３明治期における友子の組織と機能（中）
右
条
々
堅
ク
可
相
守
者
也
尚、この「出世条例」における第二条以下の規定は、取立において結ばれる職親・親分への尊敬と忠義を強調
し
、
友
子
の
職
業
倫
理
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
次
に
共
済
活
動
に
つ
い
て
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
七
条
死
傷
者
手
当
方
一
、
坑
夫
に
し
て
就
業
中
死
傷
し
た
る
者
へ
は
左
の
区
別
を
以
て
補
助
す
る
も
の
と
す
『
一
金
七
円
也
七
十
一
日
以
上
百
日
迄
と
す
一
一
、
｜
金
三
円
也
四
十
一
日
以
上
七
十
日
迄
と
す
三
、
一
金
一
一
円
也
一
一
十
一
日
以
上
四
十
日
迄
と
す
但
七
日
以
内
者
見
舞
を
給
与
せ
ず
総
べ
て
医
師
の
診
断
を
以
て
証
明
す
第
八
条
第
四
条
一
、
坑
夫
に
し
て
病
症
に
罹
り
た
る
者
へ
は
左
の
通
り
救
助
す
る
も
の
と
す
－
、
一
金
六
円
也
七
十
一
日
以
上
百
日
迄
と
す
二
、
一
金
二
円
五
十
銭
也
四
十
一
日
以
上
七
十
日
迄
と
す
直
二
免
状
ヲ
取
消
シ
之
レ
ヵ
云
々
ヲ
詳
記
諸
鉱
山
へ
通
知
シ
テ
其
職
業
ヲ
停
止
ス
ル
事
ノレ
事 前各
条
二
抵
触
シ
タ
ル
者
〈
他
人
ノ
立
会
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
整
理
人
及
ビ
世
話
人
方
ノ
協
議
ヲ
以
テ
免
状
ヲ
取
消
シ
之
ヲ
処
分
ス
7４ 
病傷及び死亡の見舞規定については、「栃洞山中規則」よりは詳細となっており、第七条は「死傷者手当方」が
独立した条文に規定され、就業中の負傷に対して一二日’四○日のもの金一一円、四一日’七○日のもの三円、七一
第
九
条
一、坑夫たる者死者葬式の際者各飯場より一名宛見送可申ものとす
但葬式の際は届出の時間には必ず会葬する事、指定の時間より三十分間は差支なし、一一一十分以上は経過科料
と
し
て
金
参
拾
銭
徴
集
す
る
事
一、坑夫の家族者死亡したる節者箱元より一名見送可申ものとす
但
各
飯
場
よ
り
各
自
の
見
送
り
は
勝
手
た
る
べ
し
『
香
典
者
左
の
如
く
給
与
あ
る
べ
く
一
、
一
金
五
円
也
急
病
の
た
め
即
死
し
た
る
も
の
あ
る
時
は
見
舞
香
料
と
し
て
贈
与
す
こ
、
一
金
二
円
也
坑
夫
死
亡
し
た
る
際
三
、
｜
金
一
円
也
家
族
者
死
亡
の
際
四
、
｜
金
五
拾
銭
也
子
供
五
歳
以
上
十
五
歳
迄
一
、
坑
夫
に
し
て
初
見
舞
給
与
せ
ざ
る
前
に
死
亡
し
た
る
者
は
即
死
と
見
認
め
第
七
、
八
ケ
条
の
規
定
に
照
合
し
て
之
を
取
計
ふ
く
－ 
し、
三
、
｜
金
一
円
五
十
銭
也
一
一
十
一
日
以
上
四
十
日
迄
と
す
但
二
十
日
以
内
は
見
舞
を
与
へ
ず
総
べ
て
医
師
の
診
断
を
以
て
証
明
す
、
診
断
書
無
之
者
は
無
効
と
す
７５明治期における友子の組織と機能（中）
日’一○○日のもの七円と規定されている。「栃洞山中規則」より支給額は、約二倍となっているが、明治末年乃
至
大
正
期
の
水
準
に
改
正
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
八
条
は
、
病
症
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
こ
の
規
定
で
は
、
就
業
中
の
負
傷
の扶助と区別して、それより若干低く査定されている。第九条は、死亡者に対する手当の規定で、急病、即死者に
金
五
円
、
病
死
者
に
対
し
て
は
、
第
七
、
八
条
の
病
傷
規
定
に
満
た
な
い
一
二
日
以
内
の
場
合
は
、
即
死
扱
い
と
し
て
金
五
円
、
そ
の
他
は
二
円
と
定
め
、
家
族
は
一
円
、
五
歳
’
一
五
歳
の
子
供
は
五
○
銭
と
定
め
て
い
る
。
死
亡
見
舞
に
つ
い
て
は
、
磐
城
炭
砿
の
一
○
円
、
夕
張
第
一
砿
の
一
五
円
と
較
べ
、
ま
た
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
就
業
中
即
死
八
円
、
病
死
六
円
よ
り
、
若
干
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
ま
た
、
葬
式
に
際
し
て
は
、
各
飯
場
よ
り
一
名
宛
手
伝
ひ
人
を
出
す
こ
と
も
定
め
ら
れ
、
葬
式
の
時
間
に
三
○
分
遅
れ
た
者
に
は
、
三
○
銭
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
狼
客
人
交
際
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
奉
願
帳
発
行
に
つ
い
て
の
規
定
が
ふ
ら
れ
な
い
が
、
明
治
四
四
年
九
月
の
臨
時
集
会
で
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
第
五
条
の
如
き
規
定
を
追
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
奉
願
帳
発
行
の
制
度
は
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
お
い
て
も
第
五
条
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
。
ま
た
本
規
約
の
第
一
七
条
は、他山の奉願帳発行に際して立会人の持っていく当山山中友子の支給する見舞金が、金二円と定められ、「栃洞
山
中
規
則
」
の
八
円
乃
至
六
円
よ
り
著
し
く
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一般の浪客交際についての規定は、次の通りである。
第
五
条
浪
人
附
合
法
一、坑夫浪人にして不具者登飯致したる節者其箱元に於て取扱ふは勿論若一見送り人入用の際は箱元にて人夫差
一
、
坑
夫
浪
人
に
て
登
山
致
し
た
る
の
集
会
を
仰
ぎ
協
議
可
致
者
と
す
坑
夫
浪
人
に
て
登
山
致
し
た
る
際
者
其
箱
元
に
於
て
一
切
取
計
ふ
く
し
且
つ
浪
人
に
拘
ら
ず
非
常
相
談
有
之
節
者
山
中
大
当
番
7６ 
第
六
条
新
入
坑
夫
附
合
法
第一一
拾、、
七坑山
条夫中
一、各飯場に於て新に坑夫雇入れに相成りたる節者該人原籍取調べ箱元へ差出すべし箱元に於ては聞届の上者附
但
人
夫
一
一
一
名
以
上
入
用
の
節
者
前
後
、
箱
元
に
て
人
夫
差
出
さ
し
む
る
く
し
「
浪
人
見
送
り
人
夫
給
料
は
一
日
金
銭
宛
支
払
ふ
老
と
す
一、坑夫浪人にて奉願帳、寄附帳等を携帯して登山致たる者へは附合金共左の通り救助す
－
金
壱
円
奉
願
帳
￣ 
事、
一、山中箱
一、若し山
納
め
る
事
出
す
も
の
と
す
但
祝
儀
金
は
弐
円
と
定
む
る
事
他
山
よ
り
坑
夫
並
に
奉
願
帳
及
寄
附
帳
の
立
会
人
を
依
頼
の
節
者
箱
元
、
前
、
現
、
後
の
三
飯
場
大
当
番
協
議
の
上
出
頭
す
る
一
金
七
拾
銭
寄
附
帳
但
二
度
目
登
飯
の
節
者
附
合
料
金
拾
五
銭
救
助
す
る
事
山
中
箱
元
大
当
番
山
中
の
用
向
に
て
業
務
を
欠
勤
し
た
る
場
合
に
は
一
日
毎
に
金
六
拾
銭
を
仕
払
ふ
老
と
す
若し山中箱元に於て集会有る節者掲示の時間より一時間経過したる場合には科料として金参拾銭を集会場へ
山
中
箱
元
に
於
て
集
会
各
大
当
番
二
日
間
業
務
を
費
し
た
る
場
合
に
は
金
壱
円
を
仕
払
ふ
者
と
す
坑
夫
浪
人
登
山
致
し
た
る
者
へ
は
附
合
料
金
拾
五
銭
を
給
与
す
る
も
の
と
す
７７明治期における友子の組織と機能（中）
一、狼客人箱元に来登し自已の都合上滞在し出願なしたる時者箱元に於て其者の身上を審査し滞在の必要あると
認
め
た
る
場
合
は
三
日
間
迄
滞
在
を
許
可
す
る
事
を
得
第五条は、第一項において浪人坑夫の登飯手続を示し、第八項には、一五銭の附合料の支給を規定している。第
二項、第三項は、奉願帳持ちの（あるいはは持たない者も含まれたかも知れないが）、「不具者」の浪人登飯に際し
て
「
見
送
り
人
」
の
提
供
を
規
定
し
、
見
送
人
へ
の
手
当
の
支
給
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
こ
れ
ま
で
ゑ
て
き
た
友
子
規
約
に
は
よ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
期
に
は
見
送
り
人
の
制
度
は
一
般
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
明
治
三
○
年
代
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
第
四
項
は
、
奉
願
帳
持
に
は
一
円
、
寄
附
帳
持
浪
人
に
は
七
○
銭
の
附
合
料
の
支
給
を
規
定
し
て
い
る
が
、
「
栃
洞
山
中
規
則
」
に
は
、
第
五
条
第
六
項
に
該
当
す
る
規
定
は
承
ら
れ
る
が
、
支
給
額
の
規
定
は
ふ
ら
れ
な
か
っ
た
。
因
に
磐
城
炭
砿
の
支
給
額
は
、
奉
願
帳
一
等
一
円
、
二
等
七
○
銭
、
寄
附
帳
五
○
銭
で
あ
り
、
ほ
型
神
岡
鉱
山
と
同
水
準
で
あ
る
。
尚
、
第
五
、
第
六
、
第
七
の
各
項
の
規
定
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
場
違いなところに置れており、編者の間違いによるものと思われる。
第
六
条
は
、
浪
人
坑
夫
の
う
ち
当
山
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
に
、
箱
元
へ
の
手
続
の
後
、
附
合
料
一
五
銭
の
支
給
を
規
定
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
「
栃
洞
山
中
規
則
」
の
第
七
条
第
二
項
に
も
ふ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
規
約
で
は
、
当
山
で
就
業
す
る
浪
人
へ
の
附
合
料
第
拾
壱
条
第
拾
六
条
一、坑夫たる者解一展請願退山する者は箱元へ出頭すべし、且つ箱元に於ては銭別として金参拾銭を与ふくし
但
し
箱
元
へ
出
頭
せ
ざ
る
者
は
饒
別
を
与
へ
ず
合
料
金
拾
五
銭
を
給
与
す
る
者
と
す
7８ 
の
規
定
は
、
こ
の
規
約
で
初
め
て
ふ
ら
れ
る
。
第
二
条
の
規
定
は
、
当
山
を
解
一
展
請
願
退
山
す
る
者
に
金
三
○
銭
の
餃
別
支
給
を
規
定
し
、
第
一
六
条
は
、
浪
人
の
三
日
間
迄
の
滞
在
許
可
を
規
定
し
て
い
る
。
最
後
に
友
子
の
自
治
的
機
能
の
規
定
に
つ
い
て
。
「
坑
内
に
拘
ら
ず
坑
夫
た
る
者
諸
道
具
、
諸
物
品
紛
失
し
た
る
節
は
厳
重
に
取
調
べ
其
溌
人
発
見
之
上
直
に
箱
元
へ
上
申
し
、
箱
元
は
之
を
山
中
大
当
番
へ
報
告
し
、
山
中
一
同
の
集
会
を
設
け
其
の
議
決
を
以
て
処
分
法
を
取
計
ふ
も
の
と
す
第
一
条
の
規
定
は
、
「
と
り
け
し
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
、
恐
ら
く
い
ず
れ
か
の
改
正
時
に
削
除
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
友
子
組
織
内
の
鉱
夫
間
の
紛
争
に
対
し
て
、
箱
元
の
仲
介
・
調
停
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
告
人
は
一
五
円
を
箱
元
に
供
託
し
、
損
害
金
を
用
意
し
、
大
当
番
集
会
に
よ
り
審
判
を
仰
ぎ
、
敗
訴
者
は
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
べ
し
、
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
友
子
が
鉱
山
内
の
秩
序
維
持
を
は
か
り
、
自
治
的
機
能
を
果
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
象
徴
的
規
定
で
あ
る
。
も
っ
と
も
途
中
で
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
市
民
社
会
化
の
進
展
す
る
明
治
末
期
餉
拾
条
第
拾
参
条
一、当山に使役する坑夫にして意外なる事件を山中箱元へ訴へ出名中原告人たる者は積立金として金拾五円を箱
元
に
納
む
く
し
、
縮
元
に
於
て
正
式
な
る
手
続
の
終
り
た
る
時
該
事
件
を
受
理
し
、
審
判
の
理
由
あ
り
と
認
め
た
を
場
合
は
即
時
山
中
大
当
番
を
召
集
し
之
を
審
理
を
な
さ
し
め
公
平
な
る
裁
決
を
取
る
べ
し
、
該
事
件
の
勝
敗
決
定
の
上
は
損
害
賠
償
と
し
て
金
拾五円を敗訴者より負担なさしむ、若一該事件の損害金の償ひを得ざる者は山中の立会を要せず交際を拒絶し
其
の
旨
全
国
諸
鉱
山
に
通
知
す
る
あ
の
と
す
但
原
告
人
の
勝
と
な
り
た
る
時
は
積
立
あ
る
金
額
即
時
返
付
す
る
も
の
と
す
７９明治期における友子の組織と機能（中）
④
そ
の
他
の
鉱
山
の
友
子
規
約
に
つ
い
て
次に『阿仁合町郷土誌』に紹介されている明治四三年一一一月頃の阿仁鉱山小沢仇の渡友子の規約についてふること
にしよう。全文は全二○条からなっているが、残念ながら八箇条分しか引用されていない。一般に知られていない
の
で
次
に
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
阿仁鉱山小沢坑渡友子の規約（明治四三年）
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
措
置
が
、
も
は
や
友
子
に
と
っ
て
処
理
し
切
れ
な
い
面
を
も
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
第
一
三
条は、「栃洞山中規則」にもふられた鉱夫の諸道其の窃盗に対する処分を規定したものであり、その意義は、第一
○
条
の
規
定
に
順
じ
た
も
の
で
あ
る
。
以上のように、「神岡鉱山同盟坑夫契約書」は、明治三○年代後半期の友子の組織及び機能を成文規約化した
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
友
子
制
度
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
承
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
（１）水瀬清二郎『坑夫』第四編より収録。また『長棟鉱山史の研究』にも収録されている。なお、友子規約の原型を抽出する
ため、大正期の改正条項（既存の条項に書き加えたあの約四ケ条）を省いた。
（２）神岡町在住林下安一氏所蔵のもの。
四の何の③の注
言
口
ム
ュ
爽
第一条渡利友子ノ交際〈一二信義ヲ重ンジ礼譲ヲ以テ交際ノ義務ヲ全フスルロロ的トス
第二条交際坑夫ノ交際所〈小沢鉱山内一一設置ス
但シ交際所〈其ノ時宣一一依り変更スルコトアルベン
録
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第
三
条
交
際
坑
夫
ノ
病
気
又
〈
変
死
等
ア
ル
ト
キ
ハ
白
米
一
升
シ
、
一
人
ヨ
リ
取
集
〆
香
花
料
金
壱
円
供
納
ス
ル
事
第
四
条
交
際
坑
夫
ノ
家
族
ノ
病
死
変
死
等
ア
ル
ト
キ
ハ
三
才
以
上
ノ
者
へ
〈
｜
人
ヨ
リ
白
米
五
合
香
花
料
金
五
拾
銭
出
生
後
百
日
以
上
満
三
才
迄
へ
（
一
人
ヨ
リ
ー
一
合
五
勺
シ
、
香
花
料
三
十
銭
出
生
後
百
日
迄
香
花
料
五
拾
銭
供
納
ス
ル
事
第
拾
条
交
際
坑
夫
ノ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
子
分
ア
ル
者
〈
子
分
子
分
ナ
キ
モ
ノ
ハ
得
母
舎
弟
、
得
母
舎
弟
ナ
キ
モ
ノ
〈
取
立
兄
宿泊〈一一一日間食料七十五銭出立スル者賎別トシテ弐拾銭当山使役ノ者へ〈附合金拾銭差出ス事
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
省
略
第
五
条
交
際
坑
夫
自
然
ノ
病
気
又
〈
怪
我
等
二
臥
床
治
療
ノ
者
医
師
ノ
診
断
書
ニ
依
り
休
業
二
週
間
経
過
ノ
者
へ
〈
見
舞
ト
シ
テ
金五十銭一週間以上三十日迄休業ノ者へ〈金壱円一一一十日以上ノモノハ坑夫一人ヨリ白米一一合五勺シ、見舞其ノ
後休業ノ者へ〈三十日毎二一一合五勺シ、都合一一一ヶ月間給与スルコト
但
シ
三
ヶ
月
以
上
ノ
疾
病
休
業
ノ
者
へ
〈
集
合
ノ
上
決
議
ニ
依
り
処
置
ス
第
六
条
第
一
項
第
二
項
仏
参
病
気
取
扱
浪
人
取
扱
死
亡
者
取
扱
本
人
ノ
都
合
一
一
依
り
他
親
戚
其
知
已
ノ
方
二
場
カ
ル
者
〈
食
料
無
料
無
給
、
附
合
金
ヲ
差
出
ス
事
他
ヨ
リ
来
山
ノ
浪
人
〈
何
人
一
一
因
ラ
ズ
交
際
所
二
場
カ
ル
事
８１明治期における友子の組織と機能（中）
欧
打
第
拾
六
条
友
子
ニ
シ
テ
相
互
酒
気
之
上
口
論
ノ
結
果
欧
打
負
傷
ノ
モ
ノ
ニ
在
ツ
テ
ハ
兇
舞
金
ヲ
、
米
ノ
給
与
セ
ズ
但
シ
友
子
ノ
名
誉
ヲ
殴
損
ス
ル
場
合
口
論
ノ
末
負
傷
ス
ル
モ
ノ
ハ
集
会
ヲ
以
テ
論
ズ
敢
テ
本
条
ノ
限
り
一
一
非
ズ
（右ノ如クニ規約シテ弐拾条まであるも並には省略ス）
（１） 
工藤由四郎編『阿仁合郷士詮”』
抜
粋
さ
れ
た
小
沢
坑
の
友
子
規
約
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
も
の
と
類
似
し
て
い
る
が
、
小
沢
鉱
に
特
徴
的
な
点
を
あ
げ
れ
ば
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
死
亡
、
病
気
見
舞
に
つ
い
て
は
、
白
米
の
現
物
支
給
の
ウ
ェ
イ
ト
が
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
こ
れ
は
、
明
治
前
期
の
友
子
制
度
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
同
時
に
、
貨
幣
経
済
の
発
展
の
遅
れている東北地方の特徴が友子制度に反映しているのではないかと思われる。第二に渡友子であるために、仏参制
度
に
つ
い
て
、
明
確
に
規
定
さ
れ
、
こ
の
点
目
友
子
と
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
欧
打
に
つ
い
て
も
、
友
子
の
内
部
規
律
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
次に明治末年の尾去沢鉱山の友子規約についてふれたい。その一つは、三菱鉱業『友子団体調査一一係ル件』（昭
中
略
第
二
項
第
一
項
弟
ヲ
以
テ
死
後
一
ヶ
年
間
内
二
死
地
一
一
石
牌
ヲ
建
立
寺
院
召
待
供
養
ス
ル
事
ト
ス
第
一
項
ノ
手
続
ヲ
経
ズ
其
儘
期
限
延
滞
ニ
渉
ル
者
（
協
議
ノ
上
処
分
ス
仏
参
〈
其
人
ノ
都
合
ニ
因
り
前
期
限
内
一
一
仏
参
未
済
ノ
時
〈
山
中
二
願
出
デ
金
三
円
積
立
金
ト
シ
テ
差
出
ス
事
8２ 
和
一
二
年
八
月
二
廿
日
）
な
る
資
料
に
お
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
明
治
四
一
年
一
月
よ
り
施
行
と
あ
る
田
郡
坑
の
渡
友
子
の
（２） 
「交際規約」である。全文は以下の通りである。
尾沢山鉱山田郡坑の「交際規約」（明治四一年）
第
一
条
友
子
浪
人
ニ
テ
登
山
ナ
シ
タ
ル
者
一
一
〈
、
附
合
料
金
拾
銭
授
与
ス
ル
事
。
第
二
条
友
子
浪
人
ニ
テ
登
山
飯
ナ
シ
タ
ル
節
〈
飯
料
金
拾
八
銭
、
家
内
〈
金
拾
五
銭
、
拾
五
歳
以
下
七
歳
以
上
（
金
九
銭
ノ
止
宿
第
九
条
普
通
協
議
之
件
〈
大
当
番
・
世
話
人
及
議
員
ヲ
以
テ
協
議
ス
ル
事
。
若
シ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
大
事
件
ノ
出
来
ノ
際
（
山
中
大
第
七
条
第
六
条
，
第
八
条
浪
人
登
能
飯料無効トス。
但
シ
浪
人
〈
壱
宿
壱
飯
ト
ス
。
若
シ
病
気
且
シ
事
故
一
一
付
テ
ハ
此
限
リ
ニ
ァ
ラ
ズ
。
第
三
条
浪
人
交
際
場
ノ
外
二
波
登
致
シ
タ
ル
ト
雌
モ
、
飯
料
（
必
ズ
仕
払
ウ
事
ヲ
禁
ズ
。
第
四
条
浪
人
各
々
ノ
宅
へ
浪
登
シ
タ
ル
際
〈
交
際
場
二
顔
出
シ
ス
ベ
シ
。
若
シ
浪
人
一
一
於
テ
登
宿
シ
タ
ル
家
二
同
居
シ
タ
キ
山
ナ
レ
バ
、
其
宅
ノ
主
人
ダ
ル
者
保
証
人
ト
ナ
リ
、
右
ノ
旨
飯
場
頭
且
シ
世
話
人
へ
申
出
、
聞
届
ノ
上
使
役
願
出
ベ
キ
事
。
第
五
条
交
際
金
〈
毎
月
廿
七
日
請
求
ナ
シ
取
集
メ
ナ
ス
者
ト
ス
。
但
シ
壱
人
二
付
キ
金
拾
五
銭
ヅ
ッ
。
若
シ
都
合
上
世
話
人
ノ
意
見
ニ
依
り
増
金
〈
、
其
ノ
場
合
二
於
テ
此
ノ
限
一
一
ア
ラ
ズ
ｃ
第
六
条
交
際
金
〈
月
廿
七
Ｈ
ヨ
リ
翌
月
五
日
迄
ト
ス
。
若
シ
此
ノ
期
限
迄
一
一
違
犯
シ
タ
ル
者
〈
、
書
証
二
保
証
人
ヲ
加
へ
テ
定
日
ヲ
定
メ
世
話
人
へ
届
出
ベ
ン
。
第
七
条
第
六
条
ノ
規
定
ノ
通
り
交
際
金
不
納
者
且
シ
保
証
人
共
書
一
証
期
日
迄
一
一
納
金
無
之
際
〈
、
山
中
協
議
ノ
上
処
分
ス
ル
事
。
第
八
条
浪
人
登
飯
ノ
節
（
、
飯
場
ヨ
リ
山
中
世
話
人
へ
浪
人
届
ヲ
浪
登
次
第
届
ケ
ベ
シ
。
若
シ
延
引
ノ
節
〈
第
二
条
規
定
ノ
通
り
科トス。
８３Ⅲj治期における友子の組織と機能（中）
第
十
七
条
第
十
八
条
第
十
九
条
第
二
十
条
恰但シ規定ノ時間一一遅刻シタル者〈金四銭トス。無届ノ者〈金拾五銭ノ過怠金出スベシ。尚時間〈五時ト定ム。
ニ
ノ
番
方
、
大
病
人
又
〈
公
用
ノ
者
〈
届
ヶ
書
ダ
ヶ
ニ
テ
許
ス
。
集
会
ノ
席
二
三
回
出
頭
ナ
キ
者
〈
、
若
シ
不
幸
等
秀
々
大
難
有
ト
雌
モ
一
切
救
助
セ
ザ
ル
事
。
第
十
一
条
山
中
大
集
会
ノ
際
〈
宿
料
ト
シ
テ
金
参
拾
銭
ヲ
出
ス
事
。
臨
時
集
会
之
節
〈
金
弐
拾
銭
ト
ス
。
第
十
二
条
大
当
番
交
代
満
壱
ヶ
年
ト
ス
。
世
話
人
及
議
員
〈
満
六
ヶ
月
間
ト
ス
。
第
十
三
条
臨
時
集
会
一
一
於
テ
協
議
決
定
シ
タ
ル
件
〈
、
山
中
集
会
之
際
二
一
同
へ
通
告
ス
ル
事
。
第
十
四
条
山
中
役
付
之
謝
礼
金
ヲ
左
之
通
り
定
ム
。
大当番年弐円ヲ壱円宛七月、十二月ノー回トス。世話人〈六ヶ月満期ノ際一回壱円トス。
第
十
五
条
山
中
大
当
番
・
世
話
人
・
議
員
交
代
ノ
際
〈
、
手
数
料
ト
シ
テ
全
部
一
一
金
弐
円
授
与
ス
。
第
十
六
条
山
中
箱
元
譲
り
渡
シ
〈
明
治
四
拾
壱
年
度
ヨ
リ
壱
月
廿
五
日
ト
定
メ
、
世
話
人
・
議
員
立
会
ニ
テ
受
取
り
渡
シ
ナ
ス
者
第
十
条
作
出ベン。
集会一一テ決議スル事。
トス。
集
会
ア
ル
際
〈
一
日
前
一
一
通
知
ス
ル
者
トス。若シ止ムヲ得ザル事故出来ダル者〈、欠席書へ金七銭相添へ届
毎
月
廿
五
日
集
会
シ
計
算
致
ス
事
。
其
ノ
節
〈
老
人
議
員
立
会
ス
ル
事
。
集
会
時
間
〈
午
后
五
時
ヨ
リ
全
拾
時
迄
ト
定
ム
。
坑
夫
取
立
出
生
人
有
之
際
〈
、
山
中
一
同
ヨ
リ
祝
儀
金
壱
円
ト
相
定
メ
候
事
。
奉
願
帳
・
寄
附
帳
持
参
ノ
者
一
一
〈
、
附
合
金
ト
シ
テ
金
六
拾
銭
ヲ
授
与
ス
。
8４ 
但シ自坑夫ト錐壬諸鉱山一一於テ渡利友子ト交際シタル証明持参者一一〈、前記ノ通り授与差支ナシ。
第
二
十
一
条
交
際
者
〈
必
ズ
山
中
二
家
族
届
ケ
ヲ
出
ス
。
付
届
無
キ
者
〈
如
何
ナ
ル
不
幸
・
災
難
ア
ル
ト
雌
モ
一
切
扶
助
セ
ズ
。
第
二
十
二
条
交
際
老
親
分
及
ビ
兄
弟
分
ト
雄
モ
仏
参
シ
タ
ル
者
一
天
、
山
中
協
議
ノ
上
仏
参
証
明
書
ヲ
授
与
ス
。
第
二
十
三
条
至
急
集
会
ノ
際
〈
、
大
当
番
・
世
話
人
・
議
員
一
一
テ
協
議
ノ
上
決
定
ナ
シ
テ
モ
差
支
ナ
シ
。
第
二
十
四
条
交
際
者
入
営
又
〈
出
征
ス
ル
時
、
金
五
拾
銭
ノ
銭
別
並
二
泗
肴
ニ
テ
箱
元
代
理
ニ
テ
見
送
り
ス
ル
事
。
第
二
十
五
条
交
際
者
仏
参
ス
ル
時
〈
、
山
中
ヨ
リ
金
壱
円
ヲ
香
糞
ト
シ
テ
差
出
ス
モ
ノ
ト
ス
。
右
（
明
治
四
十
一
年
一
月
ヨ
リ
施
行
ス
。
承
ら
れ
る
通
り
、
全
二
五
条
の
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
条
文
の
仏
参
規
定
の
強
調
か
ら
渡
友
子
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
内
容
に
つ
い
て
承
る
と
、
条
分
構
成
は
罹
列
的
で
整
然
性
を
欠
き
、
素
朴
な
規
約
で
あ
る
。
「
明
治
四
一
年
一
月
ヨ
リ
施
行
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
初
め
て
成
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
時
期
に
条
文
の
改
正
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
く
か
ら
友
子
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
尾
去
沢
鉱
山
の
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
規
約
は
そ
の
不
整
然
性
さ
か
ら
ゑ
て
少
な
く
と
も
、
明
治
三
○
年
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次
に
規
約
の
主
な
内
容
を
要
約
的
に
述
べ
れ
ば
、
組
織
の
面
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
当
番
（
任
期
一
ヶ
年
）
、
世
話
人
、
議
員
等
（
任
期
六
ヶ
月
）
の
役
員
が
置
か
れ
、
箱
元
は
、
各
条
文
か
ら
察
し
て
大
当
番
に
よ
る
交
替
制
の
よ
う
で
あ
り
、
第
九
条
の
如
く
、
友
子
の
通
常
の
問
題
は
、
大
当
番
、
世
話
人
、
議
員
に
よ
る
役
員
会
の
協
議
に
て
決
定
処
理
し
、
特
別
の
問
題
は
、
全
員
参
加
の
「
山
中
大
集
会
」
に
て
決
定
処
理
さ
れ
る
と
あ
る
。
役
員
に
は
、
任
期
中
一
円
、
交
替
時
に
二
円
の
手
当
が
支
給されている。以上の組織状況は、これまでの友子規約にみられたものと、役員の名称を除けば殆んど大差はない。
友
子
の
機
能
の
面
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
取
立
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
条
に
、
出
生
者
に
祝
儀
金
一
円
を
支
給
す
る
旨
の
規
定
あ
る
の
８５明治期における友子の組織と機能（中）
第二○条では、奉願帳寄附帳所持浪人には六○銭が支給されると規定されている。また第二四条により山中友子
メンバーの入営・出征には五拾銭の儀別が支払われた。第一三条及び第一一四条は仏参について規定し仏参には証明
書を与え、一円の香典が支給された。
第
五
条
か
ら
七
条
は
、
交
際
金
の
徴
収
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
月
一
五
銭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
夕
張
第
一
砿
の
水
準
で
あ
る
が
、
白
米
の
扶
助
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
尾
去
沢
鉱
山
田
郡
坑
の
友
子
規
約
も
、
夕
張
第
一
砿
や
神
岡
鉱
山
栃
洞
坑
と
同
様
の
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
形
態
的にはやや粗雑で、明治末よりは、やや年代をさかのぼった明治三○年代前半頃のものとふられる。
同
じ
く
大
正
元
年
記
録
の
尾
去
沢
鉱
山
の
赤
沢
坑
の
目
友
子
の
友
子
規
約
（
「
山
中
救
助
規
則
」
と
「
山
中
交
際
規
則
」
の
二
種
）
が存在する。これは鉱山史研究家であり友子研究家でもある松井勝明氏の所蔵する赤沢抗箱元資料の一部であるが、
これらは、近々出版を計画している資料集に収録する予定なのでここでの紹介を省くが、基本的には、これまでの
友
子
規
約
と
同
じ
で
あ
り
、
神
岡
鉱
山
同
盟
坑
夫
規
約
と
同
様
に
内
容
が
詳
細
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
徴
的
な
規
定
も
含
ま
れ
て
い
て注目される点が少なくない。この規約の詳しい検討は、大正期の友子制度の分析に譲ることにしよう。
みで、特に規定はなく、慣行のみに従っていたことがわかる。共済規定は、特にゑられないが、表題の「交際規
約」からもわかるように、後にみる赤沢自友子の規約に照らしても、「山中救助規則」のようなものが別にあった
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
本
規
定
に
お
け
る
共
済
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
に
関
す
る
も
の
が
主
で
、
第
一
条
、
第
四
条
、
第
八条は、浪人に対する一宿一飯の規定をなしている。すなわち交際所を通した浪人登山者には附合料一○銭を支給
し
、
更
に
飯
料
と
し
て
一
八
銭
（
家
内
一
五
銭
、
子
供
九
銭
）
を
支
給
し
、
た
だ
し
、
病
人
事
故
以
外
は
、
一
宿
一
飯
限
り
と
さ
れ
て
いる。
8６ 
四の何の④の注
（１）工藤由四郎編『阿仁合町郷士誌』（昭和三七年刊）、一二○’二頁。
（２）この資料は、左合藤三郎氏の尽力により「鉱業資料集・第一集」『友子団体調査報告』として復刻された。同書、九六
七頁による。
